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竹野健康福祉センター会場
担当　原田紗也子さん





自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し
た
い

●
一
人
一
人
に
適
し
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案

　
簡
単
な
体
力
測
定
と
普
段
の
活

動
量
か
ら
、
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

※
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
、
ど
な
た
で
も
効
果
が
出
や

す
く
、
か
つ
安
全
に
行
え
ま
す
。

●
教
室
の
仲
間
の
存
在
と

指
導
者
が
運
動
継
続
を
支
援

　
自
宅
で
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

と
も
に
、
週
1
回
教
室
に
集
ま
っ

て
楽
し
く
み
ん
な
で
行
い
ま
す
。

※
指
導
者
が
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に

〜
平
成
24
年
度
会
場
別
運
動

指
導
者
の
紹
介
〜

沿
っ
た
実
施
方
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
体
質
改
善
を

応
援
し
ま
す
！

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

皆さんの参加をお待ちしています！

60歳･70歳代 40歳･50歳代

「
体
質
改
善
」
を
開
始
す
る
な
ら
今
！

市
の
運
動
教
室
の
参
加
者
募
集

何
か
始
め
た
い

北前館会場
担当　シャープ田中さん

モットーは、
「継続は力なり！」

町内のニュースを
話題に、和気あいあ
いと健康づくりに取
り組んでいます。

但東健康福祉センター会場
担当　野末八千代さん

日高健康福祉センター会場
担当　岡部一宏さん

出石B&G海洋センター会場
担当　浦上美佐子さん

楽しく続けられて「次
も来たい」と思える場
所づくりをしています。

気持ちも体も健康にな
るように、楽しい雰囲気
づくりを心掛けています。

一人一人の体質・
体型に合わせた
指導を心掛けて
います。
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教
室
参
加
申
込
み

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」共
通

▽
申
込
期
間
　
8
月
3
日（
金
）〜

17
日（
金
）先
着
順

※
教
室
卒
業
後
1
年
が
経
過
し
て

い
る
方
は
、
再
度
参
加
で
き
ま

す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　
☎
24

1
1
2
7

担当　内田達也さん



募
集
内
容

▽
期
間
　
10
月
〜
平
成
25
年
3
月

（
6
カ
月
間
）

※
教
室
は
週
1
回
で
全
24
回

▽
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
整
形
・
循
環
器
疾
患

等
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の

許
可
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

▽
料
金
　
月
額
千
円

※
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
歩
行
を

中
心
と
し
た
有
酸
素
運
動
と
筋

　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
・
温
水
プ
ー
ル
を
活
用

し
て
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
を

体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
小
グ
ル
ー
プ
制
で
、
個
人
の
体

力
に
応
じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
案
し
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
初
心

者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

募
集
内
容

▽
期
間
　
10
月
か
ら
平
成
25
年
3

月
ま
で
の
6
カ
月
間（
全
24
回
）

▽
会
場
　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

〜
指
導
者
の
紹
介
〜

▽
対
象
　
65
歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
治
療
中
の
疾
患
が
あ

る
方
は
、
主
治
医
の
意
見
書
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
料
金
　
月
額
千
円

▽
コ
ー
ス

※
金
曜
日
コ
ー
ス

で
は
、
運
動
教

室
終
了
後
に
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容
　
調
理
実

習
、
栄
養
士
の
講
話

▽
参
加
費
　
千
円（
月
1
回
開
催
・

全
6
回
）

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
自
宅
と

教
室
で
行
い
ま
す
。

●
体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
興
味
を

持
っ
た
方
を
対
象
に
、
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
竹
野
・
日
高
・

出
石
・
但
東
地
域
の
4
会
場
で
実

施
し
ま
す
。
実
施
日
時
・
会
場
な

ど
は
、
問
い
合
せ
を
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
総
合

支
所
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域 会　場 曜日 コース 時　間 定　員

竹野
竹野健康福祉
センター 水

A ９：00～10：30 各コース
12人B 10：30～12：00

北前館 C 14：00～15：30 15人

日高

県立但馬ドーム 月 C 14：00～15：30
各コース
12人日高健康福祉

センター 火
C 13：30～15：00

D 15：00～16：30

出石 出石B＆G海洋
センター

水 E 19：30～21：00 各コース
10人金 C 13：30～15：00

但東 但東健康福祉
センター 火

A ９：00～10：30 各コース
12人B 10：30～12：00

＜教室会場・コース・定員等＞

※教室での有酸素運動は、北前館と県立但馬ドームは踏み台運動、
その他の会場ではエアロバイクとなります。

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

楽しくて、もっと
参加したくなる
教室運営を目指
しています。気
軽に参加してく
ださい!!

コース 時　間 定　員

月曜日 14：00～15：30

各コース
20人

火曜日 10：30～12：00

水曜日 14：00～15：30

金曜日 ９：30～11：00



広報とよおか　2012.7.25 4

《申込み・問合せ》職員課☎23-1326

〔市役所新庁舎イメージ〕

平成25年度採用　豊岡市職員募集
～豊岡市を創る　豊かな発想力、熱意と行動力のある方

あなたの応募をお待ちしています～

一緒に『小さな世界都市』を実現しましょう！

職　　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職 ６人 　昭和57年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校を卒業した方または平成25年３月末までに卒業見込みの方

土木技術職 ２人
　昭和57年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校において、この職に必要な専門課程を修めて卒業した方または平成
25年３月末までに卒業見込みの方

管理栄養士 １人 　昭和47年４月２日以降に生まれ、管理栄養士免許を有する方

保育士・
幼稚園教諭 ３人

　昭和52年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１
種または２種）を併せて有する方または平成25年３月末までに同資格お
よび同免許を取得見込みの方

消防職 ６人

　昭和62年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校を卒業した方または平成25年３月末までに卒業見込みの方で、次の
要件を全て満たす方
・視力が両眼とも1.0以上（矯正視力を含む）であること
・色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職務
遂行上支障がないこと

◇受付期間　８月６日（月）～17日（金）必着
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日

曜日は除く）
◇第１次試験
　・日程　９月16日（日）
　・場所　じばさん但馬（大磯町）
　　　　　〔消防職の体力検査は市民体育館（立野町）〕
　・内容　教養試験、作文試験、適性検査、専門

試験（土木技術職、管理栄養士、保育士・
幼稚園教諭のみ）、体力検査（消防職の
み）

◇第２次試験
　・日程　10月下旬～11月中旬

　・場所　第１次試験合格者に直接通知
　・内容　面接試験、身体検査（指定の検査書提出

による）、実技試験（保育士・幼稚園教
諭のみ）

◇申込方法　募集案内・申込書を職員課または各
総合支所地域振興課で受け取り、受
験職種に必要な書類を添えて、提出
してください（受付は職員課のみ）。

※募集案内の郵送を希望の方は、宛先を記入し、
120円切手を貼った返信用封筒（角形２号A４サイ
ズの資料が入るもの）を同封の上、職員課に請求
してください。
◇採用予定日　平成25年４月１日
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◇応募部門
　○一般・高校の部…絵画、書道、写真、彫刻・工芸
　○児童・生徒の部…図画、習字
◇応募範囲
　○一般・高校の部…制限なし
　○児童・生徒の部…但馬地域内の幼稚園等、小・
中学校、教室に在籍する幼児、児童・生徒

◇公募要項配布場所
　文化振興課、各総合支所地域振興課、各地区公
　民館、図書館本館、または市民会館など
◇作品搬入
　○日時…10月16日（火）午前９時～午後７時
　　　　　10月17日（水）午前９時～午後７時
　○場所…市立総合体育館北側アリーナ入口
◇出品料

◇日　時　９月26日（水）午後７時～（開場 午後６時
30分）

◇場　所　出石永楽館（出石町柳17－２）
◇出演者　茂山千五郎、茂山あきら、茂山　茂、
　　　　　茂山逸

いっ
平
ぺい
、茂山童

どう
司
じ
、丸石やすし、

　　　　　増田浩
ひろ
紀
き

◇演目紹介　
○二

ふた

人
り

大
だい

名
みょう

　二人連れの大名がお供も連れず都へ
上ります。二人は太刀持ちをさせるために、通
りがかった男を無理やりお供にします。急に使
用人のように扱われるはめになった男は次第に
腹が立ち、どんな仕返しをしようかと考えます。
○因

いな

幡
ば

堂
どう

　大酒飲みの妻に愛想をつかした男が、
妻が里帰りをしているのを幸いに離縁状を送り
つけます。そして新しい妻を娶

めと
ろうと因幡堂の

薬師如来に願を掛けます。すると薬師如来から
「西門の一階に立った者を妻と定めよ」というお
告げを受け、夫は喜び勇んで西門にやって来ま
すが…
○棒

ぼう

縛
しば

り　主人の留守をいいことに、太郎冠者と
次郎冠者は酒蔵の酒を盗み飲みするので、ある

　○一般の部…1,650円
　○高校、児童・生徒の部…無料
◇作品審査日程および審査員
　○10月19日（金）写真：塚田澄子さん（全日本写真

連盟関西支部委員）
　　　　　　　　彫刻・工芸：清

きよ
水
みず
六
ろく
兵
べ
衛
え
さん（京

都造形芸術大学教授）
　○10月22日（月）書道・習字：石田雲

うん

鶴
かく

さん（日展
会員）　

　○10月23日（火）絵画・図画：藤原　護
まもる

さん（二紀
会会員）

◇美術講座
　各部門審査日の午後６時から、作品講評を兼ね
た美術講座を開催します。

《問合せ》文化振興課☎23－1160

日主人は、こらし
めようと次郎冠者
を棒に、太郎冠者
を後ろ手に縛って
出掛けます。二人
はしばられてもな
んとかして飲んで
やろうと手をつく
し、ついに酒にあ
りつきます。とこ
ろが酒宴の盛りに、
用事を終えた主人
が戻ってきて…
◇チケット料金　
　全席指定　前売
3,500円（当日4,000円）
◇チケット取扱所　出石永楽館、市民会館、豊岡
　　　　　　　　　市民プラザ　
◇チケット販売日　７月28日（土）午前９時30分～
《問合せ》　出石永楽館☎52－5300　
　　　　　文化振興課☎23－1160

　豊岡市美術展は60年以上の歴史を持つ県内有数の公募展で
す。応募に際しては公募要項をご覧いただき、作品搬入日に所
定の申込用紙に記入の上、作品を持参してください。よりすぐ
りの作品の応募をお待ちしています。
◇会期　11月２日（金）～６日（火）
◇会場　市立総合体育館（大磯町）

～初めてでも、なんど観ても大わらい～

第63回
豊岡市美術展作品募集

永楽館  茂 山 狂 言 会

▲第62回豊岡市美術展の様子
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●
肺
炎
で
亡
く
な
る
方　
　

10
人

　
（
平
成
22
年
人
口
動
態
統
計

死
亡
数
割
合
か
ら
算
出
）

第4号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年7月25日

健
康
か
わ
ら
版

　

日
本
で
は
、
約
2
人
に
1
人
が

が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1
人
が
が

ん
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
の「
肺
が
ん
」は
上
昇
傾
向

が
著
し
く
、
平
成
5
年
に「
胃
が

ん
」を
上
回
っ
て
第
1
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の「
大

腸
が
ん
」と「
肺
が
ん
」は
上
昇
傾

向
が
続
い
て
お
り
、「
大
腸
が
ん
」

は
平
成
15
年
に「
胃
が
ん
」を
上

回
っ
て
第
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
、
今
回
は
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
本
が
1
0
0
人
の

村
だ
っ
た
ら
…

●
が
ん
で
亡
く
な
る
方　
　

30
人

●
心
臓
病
で
亡
く
な
る
方　

16
人

●
脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な
る
方

　
　

10
人

◆
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

　

が
ん
は
遺
伝
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
遺
伝
に
よ
る
が
ん
は

5
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
少
な
く
、

む
し
ろ
喫
煙
、
食
生
活
お
よ
び
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

◆
が
ん
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に

　

が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
生

活
習
慣
に
気
を
付
け
て
い
て
も
、

発
が
ん
の
危
険
性
を
ゼ
ロ
に
は
で

き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で

大
切
な

の
が
、
が

ん
検
診
。

も
し
、
が

ん
が
発

見
さ
れ
て

も
、
初
期

の
段
階
で

適
切
な

治
療
を

行
う
と
、

高
い
確
率

で
治
癒

し
ま
す
。

　肺がんにかかる人は、40歳代
後半から増加し始め、高齢にな
るほど多くなります。
【１日に吸うたばこの本数】×
【喫煙年数】が600を超える方は、
肺がんにかかる危険率が高いと
いわれています。

肺がん

　日本人に多いがん。
　食塩を多く取る地域に多いな
ど、食生活との関係が深いとい
われています。
　胃がんにかかる人は40歳を
過ぎると多くなります。

胃がん
　大腸がんにかかる人は、50歳
代から増加し始め、高齢になる
ほど多くなります。
　亡くなる人は肺がん・胃がん
につぐ第３位。食生活の欧米
化(高脂肪・低食物繊維)に伴い、
患者数は増え続けています。

大腸がん

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の八カ

条

一
　
禁
煙
す
る

二
　
適
度
な
飲
酒
〔
ビ
ー
ル
な
ら

中
ビ
ン
1
本（
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
）程
度
〕

三
　
食
塩
は
控
え
め
に（
食
塩
は
1

日
10
グ
ラ
ム
未
満
）

四
　
野
菜
・
果
物
を
食
べ
る（
野
菜

は
毎
食
、
果
物
は
毎
日
）

五
　
熱
い
飲
食
物
は
避
け
る

六
　
運
動
を
定
期
的
に

七
　
体
重
管
理
を
し
っ
か
り
と

八
　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
す
る

（
厚
生
労
働
科
学
第
3
次
対
が
ん
10
カ

年
総
合
戦
略
研
究
事
業「
生
活
習
慣
改

善
に
よ
る
が
ん
予
防
法
の
開
発
と
評

価
」研
究
班
作
成
資
料
か
ら
）

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

しのび
よる 

 がん
のかげ

生活習
慣を見

直し、

遠ざけ
ましょ

う！

が
ん
に
な
ら
な
い
生
活
は
…

主な部位別がん死亡率の推移
人/人口10万人当たり

19
50

19
55

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
09

20
10

19
50

19
55

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
09

20
10

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（注）肺がんは気管、気管支のがんを、子宮がんは子宮頸がんを含む。大腸がんは
　　結腸と直腸S状結腸移行部および直腸のがんの計。最新年は年計（概数）
（資料）厚生労働省「人口動態統計」

男 女（年） （年）

胃がん
膵がん
乳がん
卵巣がん
白血病

肝臓がん
肺がん
子宮がん
前立腺がん
大腸がん
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格
に
、
個
性
あ
る
流
域
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
暴
れ
川
と
い
わ
れ
た

円
山
川
と
の
闘
い
の
歴
史
、
多
様

な
谷
筋
が
形
成
さ
れ
た
竹
野
川
の

歴
史
が
、
現
在
の
流
域
の
風
景
に

表
れ
て
い
ま
す
。

海　

岸
…
日
本
海
沿
岸
部
は
、
岬

や
入
り
江
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

リ
ア
ス
式
沈
降
海
岸
を
形
成
し
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
部
に
は
、

白
砂
青
松
の
竹
野
浜
や
気
比
の
浜
、

は
さ
か
り
岩
、
淀よ
ど
の

洞ど
う

門も
ん

な
ど
雄
大

な
海
食
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
入
り
江
に
は
小
さ
な
漁
村

集
落
が
点
在
す
る
独
特
の
風
景
が

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」は
、
①
景

観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
、
②

景
観
を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と

生
業
、
③
景
観
の
意
味
を
伝
え
る

記
憶
や
物
語
、
の
三
つ
の
見
方
か

ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
の
基
盤
と
な
る

地
形
風
土
を
掲
載
し
ま
す
。

　

豊
岡
盆
地
は
、
縄
文
期
の
海
進

と
海
退（
注
）に
よ
る
侵
食
で
形
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
狭
い
平
地
の

背
後
に
山
が
迫
り
、
ど
こ
に
い
て

も
山
並
み
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
は
、
盆
地
の
地
形
と
山
並

み
、
円
山
川
と
竹
野
川
流
域
の
田

園
と
谷
筋
、
入
り
組
ん
だ
海
岸
、

高
原
と
い
っ
た
特
徴
的
な
地
形
が

風
景
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
並
み
…
毎
日
の
生
活
で
、
山
並

み
は
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
ま
す
が
、

地
形
の
成
り
立
ち
に
よ
り
場
所
ご

と
に
山
の
形
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

豊
岡
盆
地
か
ら
は
、
手
前
か
ら
奥

に
向
か
っ
て
色
合
い
を
変
え
な
が

ら
折
り
重
な
る
山
並
み
が
見
ら
れ
、

細
長
い
谷
筋
で
は
両
岸
に
山
並
み

が
迫
り
ま
す
。
集
落
や
ま
ち
ご
と

に
呼
び
習
わ
さ
れ
た
山
の
名
前
が

あ
り
、
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

河　

川
…
市
域
の
中
央
部
を
南
北

に
縦
断
す
る
円
山
川
水
系
と
竹
野

地
域
を
流
れ
る
竹
野
川
水
系
を
骨

形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

高　

原
…
稲い
な
ん
ば葉
川
の
上
流
に
は
、

千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
の
中
に
神

鍋
山
の
火
口
を
中
心
に
平
地
が
広

が
る「
神
鍋
高
原
」が
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
傾
斜
地
で
は
主
に
田
園

や
果
樹
園
な
ど
の
農
地
が
広
が
り
、

四
季
を
通
じ
て
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
野
町
三
原
や
但
東
町

高
龍
寺
な
ど
で
も
、
規
模
は
小
さ

い
な
が
ら
も
高
原
状
の
地
形
が
見

ら
れ
、
集
落
と
田
園
と
が
調
和
し

た
開
放
的
な
風
景
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

地　

質
…
玄
武
洞
付
近
お
よ
び
神

鍋
山
付
近
の
玄
武
岩
、
但
東
地
域

の
蛇
紋
岩
、
竹
野
地
域
の
青
井
浜

で
採
れ
る
青
井
石
は
、
特
徴
的
な

地
質
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
石
は
石
垣
な
ど
の
建
材
と
し
て

（
注
）海
進
…
海
面
が
上
昇
し
河
口
か
ら
海
水
が
進
入

　
　
海
退
…
海
面
が
低
下
し
海
水
が
引
く

使
わ
れ
、
地
域
固
有
の
色
合
い
を

生
み
出
し
ま
す
。
玄
武
岩
の
深
い

黒
灰
色
、
冷
え
た
溶
岩
流
の
黒
っ

ぽ
い
色
、
青
井
石
の
黄
色
と
青
色
、

蛇
紋
岩
の
青
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

地
域
を
特
徴
付
け
て
き
ま
し
た
。

気　

候
…
日
本
海
型
気
候
に
属
す

る
も
の
の
、複
雑
な
地
形
の
た
め
、寒

暖
の
差
が
大
き
く
、昔
か
ら「
弁
当

忘
れ
て
も
傘
を
忘
れ
る
な
」と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、降
雨
も
多
く
、
こ
の
独

特
の
気
候
風
土
が
、
風
景
に
四
季

折
々
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

霧
の
発
生
日
数
は
、
近
年
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
平
均

90
日
程
度（
4
日
に
1
日
の
割
合
）

で
す
。
来
日
岳
か
ら
眺
め
る
雲
海

は
墨
絵
の
よ
う
で
、
日
の
出
と
と

も
に
日
本
海
に
滝
の
よ
う
に
流
れ

込
む
様
子
は
と
て
も
感
動
的
で
す
。

◆
次
回（
9
月
25
日
号
）は
、「
景
観

を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と
生

業
」を
掲
載
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

景
観
の
基
盤
と
な
る地

形
風
土

景
観
シ
リ
ー
ズ
2

  
豊
岡
の
風
景
の
見
方
①
〜
景
観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
〜

▲豊岡盆地から見る山並み

▲水害の歴史が分かる石垣

▲日本海に雲が流れ込む様子

▲下流部でも山が迫る円山川
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な
ど
で
す
。

・
昭
和
61
年
3
月
ま
で
の
厚
生
年

金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者

・
平
成
3
年
3
月
ま
で
の
学
生

・
海
外
在
住
期
間（
日
本
人
）

・
昭
和
61
年
3
月
ま
で
に
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け

た
期
間

　

ま
た
、
外
国
人
で
日
本
に
帰
化

ま
た
は
永
住
許
可
を
受
け
た
場
合

は
、
昭
和
36
年
4
月
以
後
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
う
ち
、
次
の
期

間
な
ど
で
す
。

・
昭
和
56
年
12
月
ま
で
外
国
人
と

し
て
在
日
し
て
い
た
期
間

・
海
外
在
住
期
間

※
そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
る
た
め
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す

　
「
カ
ラ
期
間
」は
、
日
本
年
金
機

構
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い
て

カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
ま

す
。

　

も
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
が
足
り
な
い
が「
カ
ラ

期
間
」が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
た
方
に
は
、
65
歳
か
ら
月

額
6
万
5
5
4
1
円（
本
年
度
）の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
保
険
料
納
付
状
況
に
よ
り
減
額

さ
れ
ま
す
）。

　

し
か
し
、「
加
入
期
間
が
数
年
足

り
な
か
っ
た
」と
い
っ
た
深
刻
な

話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
原
則
25
年
以
上
、
公

的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
、
免
除
さ
れ
た
期
間
が
必

要
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

25
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」

（
合
算
対
象
期
間
）も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
、「
カ
ラ
期

間
」を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

■「
カ
ラ
期
間
」と
は

　

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

「
実
」の
な
い
期
間
の
た
め
、
通
称

「
カ
ラ
期
間
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
昭
和
36
年
4
月

以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期

間
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
た
の
に
し
な
か
っ
た
次
の
期
間

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り
時

間
延
長
し
ま
す
。た
だ
し
、節
電
対
策

の
た
め
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
と

身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
者
の
と
き
は
、対
象
者
の
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
の
ほ
か
、委
任
状
と
代
理
者
の

身
分
証
明
書
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
8
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
8
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

豊
岡
年
金
事
務
所
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■「
カ
ラ
期
間
」が
な
い
方
は

　

60
歳
か
ら
70
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
出
日
が
加
入
日
と
な
り
、
そ

の
月
か
ら
保
険
料（
本
年
度
は
、

月
額
1
万
4
9
8
0
円
）が
発
生

し
、
口
座
振
替
で
の
納
付
が
原
則

で
す
。

　

年
金
手
帳
、
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
、
口
座
届
出
印
を
持
参
の

上
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
る
に
は
、
自
身
で
申

請
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
年
金
請
求
書
」を
用
意

す
る
た
め
に
、
日
本
の
年
金
事
務

所
に
連
絡
し
て
取
り
寄
せ
る
か
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

　

年
金
請
求
書
の
提
出
先
は
、
国

民
年
金（
基
礎
年
金
）を
請
求
す
る

場
合
は
日
本
で
最
後
に
住
ん
で
い

た
市
区
町
村
を
管
轄
す
る
年
金
事

務
所
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
の
場
合
は
最

後
に
勤
め
て
い
た
事
業
所
を
管
轄

す
る
年
金
事
務
所
で
す
。

■
社
会
保
障
協
定
を
結
ん
で
い
る

国
に
在
住
し
て
い
る
場
合

　

日
本
が
社
会
保
障
協
定
を
結
ん

で
い
る
国
の
う
ち
、
給
付
の
通

算
を
行
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
、
カ
ナ
ダ（
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
除

く
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ

ン
ダ
、
チ
ェ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
イ

ス
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、
日
本

へ
の
年
金
請
求
書
を
、
各
国
の
年

金
制
度
を
実
施
す
る
機
関
の
窓
口

に
提
出
で
き
ま
す
。

　

年
金
請
求
書
の
用
紙
は
、
協
定

締
結
国
専
用
の
も
の
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
国
の
窓

口
で
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
方
法
　

　

海
外
で
の
年
金
の
受
給
は
、
銀

行
振
り
込
み
で
す
。
銀
行
お
よ
び

口
座
は
、
海
外
、
日
本
国
内
の
ど

ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
口
座

名
義
は
本
人
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
ま
た
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
期
間
が
数
年
足
り
ず

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は

海
外
で
暮
ら
す
方
の
年
金
の

請
求
に
つ
い
て
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対象（保険料段階別） 収入金額 減免額
第１段階
・

第２段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の６を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

第３段階
・

第４段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の７を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

単身世帯 減免申請者の年間収入額が120万円以下 決定額の
10分の４を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が120万円＋60万円×（世帯員の人数－１）以下

　

介
護
保
険
の
保
険
料
額
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
負

担
が
生
活
の
維
持
に
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
災

害
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
対
す
る

減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
減
免
に
は「
申
請
」が

必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
場

合
や
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
産
調
査
な
ど
の
結
果

に
基
づ
き
、
市
の
基
準
に
照
ら
し

て
減
免
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
の

で
、
申
請
を
し
て
も
適
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
段
階
が
第
1
段
階（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第

4
段
階
の
方
で
、
次
の
①
〜
③
の

全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
医
療

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と

②
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お

介

護

保

険

料

の

減

免

　

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

　

ら
れ
る
こ
と（
資
産
に
は
預
貯

金
、
土
地
家
屋
、
返
戻
金
の
あ

る
保
険
、
有
価
証
券
、
貴
金
属

な
ど
を
含
む
）

③
前
年
の
収
入
が
、（
表
1
）の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い
か
、

一
定
額
以
下
の
方

・
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
な

ど
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損

害
を
受
け
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
心
身

に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
も
し

く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ
と
で
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

で
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

不
作
な
ど
で
著
し
く
減
少
し
た

方
②
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

③
刑
事
施
設
、
労
役
場
、
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
1
カ
月

以
上
拘
禁
さ
れ
た
方

　

65
歳
以
上
の
方
は
1
号
被
保
険

者
と
し
て
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
医
療
保
険
加
入
者
は
第
2
号
被

保
険
者
と
し
て
介
護
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
法
令
で
定
め
る
施

設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
方

で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方

　　　＜　対　象　施　設　＞　　
（介護保険法施行法第11条に規定する施設）

１.障害者自立支援法に規定する指定障害者支援施設
※生活介護および施設入所支援を受けている障害者に
限る
２.障害者自立支援法に規定する障害者支援施設
※身体障害者福祉法の規定により生活介護を行う施設
に入所している障害者または知的障害者福祉法の規
定により入所している障害者に限る
３.児童福祉法に規定する医療型障害児入所施設　
４.児童福祉法に規定する厚生労働大臣が指定する医療
機関
５.のぞみの園法に規定する福祉施設　
６.国立および国立以外のハンセン病療養所
７.生活保護法に規定する救護施設
８.労災特別介護施設
９.障害者自立支援法に規定する指定障害福祉サービス
事業者の施設
※療養介護を行う施設に限る

（表1）

（表2）

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、（
表
2
）の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
介
護
保

険
係
☎
24

2
4
0
1

低
所
得
者
減
免

そ
の
他
の
減
免

介
護
保
険
の
適
用
除
外
につ

い
て
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◆
竜
巻
と
は

・
発
達
し
た
積
乱
雲
に
伴
っ
て
発

生
す
る
激
し
い
渦
巻
き
で
す
。

・
ろ
う
と
状
や
柱
状
の
雲
が
で
き

ま
す
。

・
台
風
、
寒
冷
前
線
、
低
気
圧
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
ま
す
。

・
短
い
時
間
で
狭
い
範
囲
に
集
中

し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

・
移
動
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
竜
巻
注
意
情
報
と
は

　

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報

で
、
今
、
ま
さ
に
竜
巻
の
発
生
し

や
す
い
気
象
状
況
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
身
を
守
る

た
め
の
行
動
の
準
備
を
促
す
も
の

で
す
。
こ
の
情
報
は
、
竜
巻
だ
け

で
な
く
、
発
達
し
た
積
乱
雲
に

伴
っ
て
発
生
す
る
激
し
い
突
風
も

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

竜
巻
注
意
情
報
の
発
表
か
ら
約

1
時
間
は
、
竜
巻
な
ど
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
夏
の
厳
し
い
電
力
需
給
に
お

い
て
、
計
画
停
電
を
実
施
し
な
い

こ
と
が
原
則
で
す
が
、
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
れ
ば
た
だ
ち
に

電
力
不
足
が
生
じ
、
大
規
模
停
電

な
ど
の
深
刻
な
事
態
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
万
が
一
に
備

え
て
、
計
画
停
電
の
準
備
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

関
西
電
力
㈱
の「
で
ん
き
予
報
」

で
、
使
用
率
が
1
0
0
パ
ー
セ
ン

ト
超
過
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
前

日
の
夜
、
防
災
行
政
無
線
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
実
際

に
計
画
停
電
が
行
わ
れ
る
場
合
に

は
、
実
施
の
2
時
間
程
度
前
に
防

災
行
政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
が
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
か
を
、

必
ず
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
宅
の
グ
ル
ー
プ
は
、
6
月
末

に
関
西
電
力
㈱
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
は
が
き
か
、
毎
月
の
電
気

使
用
量
の
お
知
ら
せ
に
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

市
民
の
皆
さ
ん
へ

今
夏
の
計
画
停
電
と
節
電
に
つ
い
て
の
お
願
い

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
関
西
電
力
㈱
に
電
話

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
関
西
電
力
㈱
へ
の
問
合
せ
…

　

☎
0
1
2
0
9
1
1
7
7
7

　
（
通
話
料
無
料
）

・
月
〜
金
曜
日
…
午
前
9
時
〜
午

後
8
時

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
30
分

　

市
民
の
皆
さ
ん
、

体
調
に
は
十
分
気

を
付
け
な
が
ら
、

こ
の
夏
も
可
能
な

限
り
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
の
悪

い
方
な
ど
は
、
負
担
に
な
ら
な
い

程
度
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

〜
9
月
7
日（
金
）の
平
日

▽
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

（
特
に
午
後
1
時
〜
4
時
）

▽
目
標　

10
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

（
平
成
22
年
度
比
）

《
問
合
せ
》
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

◆
竜
巻
注
意
情
報
が発

表
さ
れ
た
ら

・
人
が
大
勢
集
ま
る
屋
外
行
事

・
テ
ン
ト
の
使
用
や
、
子
ど
も
、

高
齢
者
を
含
む
屋
外
活
動

・
高
所
、
ク
レ
ー
ン
、
足
場
等
で

の
作
業
…
の
よ
う
に
、
安
全
確

保
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す

る
場
合
は
、
早
め
に
避
難
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
外

・
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す
る（
車

庫
・
物
置
・
プ
レ
ハ
ブ
を
避
難

場
所
に
し
な
い
）

・
丈
夫
な
構
造
物
の
物
陰
に
入
っ

て
、
身
を
小
さ
く
す
る
。

※
電
柱
や
太
い
樹
木
も
、
倒
壊
す

る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

■
屋
内

・
家
の
1
階
の
窓
の
な
い
部
屋
に

移
動
す
る
。

・
窓
を
開
け
な
い
。
窓
か
ら
離
れ
る
。

・
雨
戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
。

・
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

入
る
な
ど
、
身
を
小
さ
く
し
て

頭
を
守
る
。

※
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
5
月
6
日
に
、関
東
地
域
で
同
時
多
発
的
に
発
生
し
た
竜
巻

は
、死
者
3
人
、負
傷
者
59
人
、住
宅
な
ど
の
建
物
損
壊
約
1
9
0
0

棟
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。竜
巻
は
、季
節
を
問
わ
ず
日

本
中
の
ど
こ
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。大
雨
な
ど
に
比

べ
て
発
生
予
測
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、気
象
庁
が
発
表

す
る
竜
巻
に
関
す
る
気
象
情
報（
竜
巻
注
意
情
報
な
ど
）を
早
め
に

取
得
し
、身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。市
民
の
皆
さ
ん
も
、竜
巻
に
つ
い
て
知
り
、竜
巻
が
間
近
に

迫
っ
て
き
た
と
き
は
、身
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》防
災
課
防
災
係
☎
23

1
1
1
1

『
竜
巻
』か
ら
身
を
守
る
！

身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策

計
画
停
電
の
お
知
ら
せ

節
電
の
お
願
い

▲気象庁ホームページ「竜巻から身を守る」から
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標
記
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止

の
方
を
含
む
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ

現
況
届
・
所
得

状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
提
出
期
間
ま
で
に
必

要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
届
け
に
よ
り
、
8
月
分
以

降
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
8
月
分
以
降

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。

▽
提
出
期
間

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
…
8
月
13
日（
月
）〜
24

日（
金
）

・
右
記
以
外
…
8
月
13
日（
月
）〜

31
日（
金
）

▽
提
出
先　

社
会
福
祉
課（
総
合

健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施
設
・

立
野
町
）ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課

◆
一
般
の
部

断
捨
離
と
も
っ
た
い
な
い
が
せ
め

ぎ
あ
い　
　
　
　
（
五
宝
千
津
代
）

古
い
シ
ャ
ツ
ぞ
う
き
ん
に
な
り
土

に
な
り　
　
　
　
　
（
後
藤　

順
）

残
り
物
捨
て
ず
に
生
か
す
母
の
知

恵　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
恵
袋
）

マ
ー
タ
イ
さ
ん
節
電
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
に
ど
う
？　
（
小
林
佳
史
）

ガ
ラ
ク
タ
も
も
っ
た
い
な
い
で
生

か
さ
れ
る　
　
　
　
（
小
山
時
雄
）

生
き
ゴ
ミ
を
循
環
さ
せ
る
意
気
込

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ズ
）

お
下
が
り
は
ユ
ー
ズ
ド
ウ
エ
ア
着

こ
な
そ
う　
　
　
（
神
崎
み
さ
き
）

コ
ン
セ
ン
ト
抜
い
て
優
し
い
部
屋

に
な
る　
　
　
　
　
　
（
ル
ー
ク
）

梅
雨
時
の
除
湿
以
外
は
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
幸
乃
）

歯
車
は 

大
き
く
回
る 

１
つ
か
ら

（
酒
井
具
視
）

不
用
品
も
と
の
名
前
は
浪
費
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
茂
子
）

幸
福
度
も
っ
た
い
な
い
の
そ
の
先

に　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
正
二
）

分
別
も
再
生
さ
れ
る
夢
が
あ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
加
代
）

も
っ
た
い
な
い
祖
母
の
口
グ
セ
今

に
活
き　
　
　
　
　
（
坂
本
も
み
）

ポ
タ
ポ
タ
と
S
O
S
を
出
す
蛇
口

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
恭
司
）

車
ゆ
く
五
分
の
四
の
空
気
載
せ

　
　
　
　
　
（
い
し
ざ
わ
こ
ー
ど
）

も
っ
た
い
な
い
全
て
の
も
の
に
愛

込
め
て　
　
　
　
（
指
野
友
里
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

む
だ
づ
か
い
い
ら
な
い
も
の
は
買

わ
な
い
で　
　
　
　
（
小
国　

遥
）

日
々
た
ま
る
タ
ン
ス
の
中
の
洋
服

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

ヨ
ー
グ
ル
ト
残
さ
ず
食
べ
よ
ふ
た

の
裏　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
も
っ
た
い
な
い
っ

た
ら
も
っ
た
い
な
い（
き
た
ろ
う
）

朝
起
き
て
朝
シ
ャ
ン
を
す
る
お
金

飛
ぶ　
　
　
　
　
　
（
も
っ
た
ん
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

ほ
じ
り
ま
す　
　
（
笠
谷
恵
理
奈
）

も
っ
た
い
な
い
言
っ
て
る
う
ち
に

と
り
く
も
う　
　
　
　
　
（
匿
名
）

電
気
が
ね
休
み
た
い
よ
と
泣
い
て

い
る　
　

     

（
Ｍ
･
Ｙ
･
Ａ
･
Ｙ
）

レ
ア
ア
ー
ス
ス
マ
ホ
も
み
せ
で
リ

サ
イ
ク
ル　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

大
根
の
葉
っ
ぱ
も
い
た
め
て
晩
ご

飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

冷
蔵
庫
腐
っ
た
も
の
の
溜
ま
り
ば

だ　
　
　
　
　
　
（
川
崎
明
寿
香
）

【
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
児
童
扶
養
手
当　

父
母
の
離
婚

な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
共
に
で
き
な
い
18
歳
未
満
の

児
童（
20
歳
未
満
で
心
身
に
中

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童
を

含
む
）を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当　

20
歳
未

満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方（
所
得
制
限
あ
り
）

※
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外

【
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

介
護
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
障
害
児
福
祉
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
方

◆
特
別
障
害
者
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な

最
重
度
の
障
害
者
で
20
歳
以
上

の
在
宅
の
方

◆
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手

当　

65
歳
未
満
の
重
度
障
害
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
お
り
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
〔
法
改
正
に
よ
り
、

障
害
児
通
所
支
援（
旧
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）を
利
用
し
て
も

支
給
可
能
と
な
り
ま
し
た
〕

※
施
設
に
入
所
ま
た
は
長
期
入
院

し
て
い
る
方（
児
童
は
除
く
）は

対
象
外

※
支
給
対
象
と
な
る
に
は
、
障
害

の
程
度
、
所
得
制
限
な
ど
の
各

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

・
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

　

生
活
援
護
係
☎
24

7
0
3
1

・
児
童
扶
養
手
当
以
外
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

児
童
扶
養
手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当
現
況
届
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）
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特
徴
・体験の一部を忘れる
・ヒントがあれば思い出せる

特
徴
・体験したこと自体を忘れる
・ヒントがあっても思い出せない

一般的な物忘れ

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

だ
け
で
は
な
く
、
償
却
資
産（
事

業
用
の
資
産
）も
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
、

修
正
申
告
が
必
要
な
方
は
、
早
急

に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
？

A　

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
固
定

資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
土

地
・
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

Q
　
償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
で
す
か
？

A　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
は
、
地
方
税
法
第
3
8
3

条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
資
産
が
所
在
す
る
市
町

村
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
は
、
資
産
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
で
す
。

Q
　
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
何

で
す
か
？

A　

原
則
と
し
て
、
決
算
時
に
減

価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ

た
も
の
は
全
て
償
却
資
産
の
申

告
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

構
築
物
の
う
ち「
家
屋
」と
し
て

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も

の
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
る
車
両
は
、
申
告

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
償
却
資
産
の
詳
細
や
申
告
書
の

記
載
方
法
、
P
D
F
形
式
に
よ

る
申
告
書
お
よ
び
明
細
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
書
・
明
細
書
は
、
税
務
課

資
産
税
係
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

《
申
告
書
提
出
・
問
合
せ
》
税
務
課

資
産
税
係
☎
21

9
0
4
6
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
記

憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
日
常

生
活
に
ま
で
支
障
が
出
る
よ
う
な

状
態
で
す
。
通
常
の
老
化
に
よ
る

衰
え
と
は
違
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
ご
は
ん
に
何
を
食

べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
な
ど
、
体

験
の
一
部
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
老

化
に
よ
る
年
相
応
の
物
忘
れ
で
す
。

し
か
し
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ

と
自
体
を
忘
れ
る
場
合
は
、
認
知

症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

脳
の
細
胞
が
大
量
に
死
ぬ
こ
と

で
認
知
症
は
起
き
ま
す
が
、
原
因

は
一
つ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
で
も
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
」「
脳
梗
塞
な
ど
が
原
因
の

血
管
性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
」は
、
3
大
認
知
症
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
他

に
も
、
脳
腫
瘍
な
ど
が
原
因
と

な
っ
て
、
脳
の
障
害
が
起
こ
り
認

知
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
間
違
え
や
す
い

　
　
　
　「
う
つ
病
」や「
せ
ん
妄
」

　

高
齢
期
は
、
社
会
や
家
庭
で
の

役
割
を
失
っ
た
り
、
近
親
者
と
の

死
別
な
ど
、
喪
失
体
験
が
多
い
時

期
の
た
め「
う
つ
病
」に
な
り
や
す

い
で
す
。「
う
つ
病
」に
よ
る
一
時

的
な
記
憶
力
の
低
下
や
運
動
機
能

の
低
下
を
、
認
知
症
の
症
状
と
間

違
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
大
き
な
手
術
に
よ
る
入

院
な
ど
で
急
性
の
脳
機
能
障
害
が

起
こ
り
、
一
時
的
に
幻
覚
や
妄
想

が
あ
ら
わ
れ
る「
せ
ん
妄
」も
、
認

知
症
と
混
同
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
脳
に
過
剰
な
体
液（
髄

液
）が
た
ま
る
こ
と
で
認
知
症
と

似
た
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
正
し
い
診
断
と
治
療
の
た
め

に
も
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
症
状

が
見
ら
れ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医

を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

認
知
症
の
お
話

　
②
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

認
知
症
を
引
き
起
こ
す

さ
ま
ざ
ま
な
病
気

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
す

   

償
却
資
産
の
申
告

　
　
　
　
　         

　
済
ん
で
お
る
か
？

《２種類の物忘れの違いと特徴》

飲食店

小売店

理容・美容業 医院 ガソリンスタンド

農業・漁業 建設業

工場 ホテル・旅館
厨房設備など 製造設備など 客室備品など

農機具など パワーショベルなど

椅子・洗面台など ベッド・手術台など 洗車機など

陳列ケースなど
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「
仕
事
も
遊
び
も
一
生
懸
命
」…

第
53
次
隊
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

6
月
21
日
の
冬
至
を
盛
大
に
祝

う
、
南
極
昭
和
基
地
最
大
の
イ
ベ

ン
ト「
ミ
ッ
ド
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
隊
員
全
員
で
楽

し
み
ま
し
た
。
今
回
の
目
玉
は
、

会
場
と
な
っ
た
ア
イ
ス
ド
ー
ム
。

悪
天
候
の
た
め
、
設
営
に
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
出
来
栄
え
は
上
々
で

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ「N

ノ
ーo　

L

リ
ミ
ッ
ト

im
it

〜
技
を
磨
い
て
寒
さ
に
遊

ぶ
〜
」の
第
1
歩
で
し
た
。
ま
た
、

寸
劇
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ク
イ
ズ
大
会
、

そ
し
て
シ
ェ
フ
自
慢
の
フ
ル
コ
ー

ス
の
振
る
舞
い
な
ど
、
越
冬
隊
員

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑦
一
生
懸
命

に
し
か
味
わ
え
な
い
楽
し
み
で
あ

り
、
皆
さ
ん
に
も
届
け
た
い
も
の

で
し
た
。

　

7
月
12
日
、
40
日
ぶ
り
に
太
陽

と
再
会
し
ま
し
た
。
極
夜
は
1
日

中
真
っ
暗
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
は
昼
の
時
間
帯
は
少
し
だ
け
明

る
く
な
り
ま
す
。
南
極
の
自
然
の

美
し
さ
を
実
感
す
る
ひ
と
と
き
で

し
た
。
私
の
南
極
行
も
折
り
返
し

を
迎
え
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

す
る
ま
で
補
強
で
き
ま
し
た
。

　

使
用
す
る
高
強
度
カ
ー
ボ
ン
は
、

航
空
機
や
最
新
自
動
車
に
採
用
さ

れ
て
い
る
新
素
材
で
、
鉄
よ
り
ず
っ

と
軽
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
の
10

倍
の
引
張
り
強
度
を
持
って
い
ま
す
。

̶

在
来
工
法
と
比
べ
て
、「
耐
震
ブ

レ
ー
ス
X
」の
利
点
は
？

　

大
掛
か
り
な
工
事
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
で
す
。
在
来
工
法
で

は
、
一
度
壁
の
除
去
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
工
法
で
は
、
壁
の
外
に

取
り
付
け
る
た
め
、
壁
の
除
去
が

不
要
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
工
事

期
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
ば
か

り
で
な
く
、
在
来
工
法
よ
り
30
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
安
く
施
工
で
き
ま

す
。
ま
た
、
高
強
度
カ
ー
ボ
ン
板

は
半
永
久
的
で
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
ほ
ぼ
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

̶

具
体
的
に
施
工
の
値
段
は
？

　

耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
を
行
わ

な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
1

軒（
お
お
む
ね
40
坪
程
度
）当
た
り

お
よ
そ
百
数
十
万
円
程
度
に
な
り

̶

開
発
の
き
っ
か
け
は
？

　

当
初
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ

ル
の
高
強
度
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
し

た
耐
震
工
法
に
つ
い
て
、
国
立
舞

鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
と
研
究
開

発
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
、「
木
造
用
の
耐
震
工
法
は
な

い
の
？
」と
質
問
を
受
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
開
発
に
着
手
し

ま
し
た
。

̶

ど
の
よ
う
な
技
術
で
す
か
？

　

開
発
し
た「
耐
震
ブ
レ
ー
ス

Xエック
ス

」工
法
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

壁
面
に「
X
」型
の
高
強
度
カ
ー
ボ

ン
板
を
取
り
付
け
る
工
法
で
す
。

た
っ
た
そ
れ
だ
け
、
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
築
50
年
の

木
造
住
宅
に
耐
震
ブ
レ
ー
ス
X
を

取
り
付
け
て
振
動
実
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
新
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株

式

会

社

川

嶋

建

設

軽
量
で
簡
単
な
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
法
の
開
発

企業紹介

ま
す
。
市（
建
築
住
宅
課
）が
行
っ

て
い
る
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

補
助
制
度
で
は
、
上
限
30
万
円
ま

で
補
助
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

̶

環
境
へ
の
効
果
は
？

　

外
壁
取
り
付
け
の
場
合
は
、
壁

の
除
去
が
不
要
な
た
め
、
産
業
廃

棄
物
の
発
生
を
、
在
来
工
法
の
50

分
の
1
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

̶
今
後
の
展
開
は
？

　

ま
ず
、
市
内
で
実
績
を
積
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
応
援
し
た
い
で
す
。

　

耐
震
工
事
は
、
い
わ
ば
保
険
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
地
震
が
起
こ

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
耐
震

セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
勉
強
会
を
開

催
し
、
耐
震
工
事
の
効
果
に
つ
い

て
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
は
、
市
の
行

っ
て
い
る
無
料
耐
震
診
断（
昭
和

56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

住
宅
を
対
象
）を
利
用
し
、
自
分

の
家
の
耐
震
性
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
産
業
技
術
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
テ
ク
ナ
ビ
豊
岡
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://tech-navi.city.
toyooka.lg.jp/

▲アイスドーム内部

▲ミッドウインターフェスティバル
招待状

▲耐震ブレースX
　（外壁取り付け用）

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

○21



エ
コ
バ
レ
ー
、

大
交
流
の
推
進

生
物
多
様
性
関
連
事
業

の
推
進

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

平
成
24
年
度〈
4
月
〜
6
月
〉

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

市
で
は
、
人
口
減
少
下
で
の
経

済
成
長
と
い
う「
不
可
能
」に
挑
戦

す
る
た
め
、
環
境
都
市「
豊
岡
エ

コ
バ
レ
ー
」と「
大
交
流
」を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
暮
ら
し
の
中
に
い
て
、

み
ん
な
で
エ
コ
な（
環
境
に
優
し

い
）活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
活

動
で
市
民
が
豊
か
に
な
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

ま
た
、「
大
交
流
」は
、
観
光
客

や
研
究
者
、
豊
岡
フ
ァ
ン
な
ど
が

ど
ん
ど
ん
来
訪
し
、
交
流
が
拡
大

し
て
い
く
様
子
で
す
。

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
メ
ガ

　
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
）の
整
備

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様

化
を
図
る
た
め
、
日
高
町
山
宮
に

最
大
出
力
約
6
8
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
整
備
の

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
創
設

　

誰
も
が
取
り
組
め
る
環
境
行
動

を
見
え
る
形
で
進
め
る
、
豊
岡
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
ス
タ
ー
ト
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

■
豊
岡
の
情
報
誌
発
行

　

豊
岡
の
情
報
誌「
豊
岡
顔（
と
よ

お
か
ふ
ぇ
い
す
）」の
創
刊
に
向
け

て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

　
策
定

　
「
大
交
流
」を
戦
略
的
、
効
果
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
大
交
流

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。

○
6
月
25
日
、
市
内
の
交
流
関
係

者
や
市
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
開
催

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

　

7
月
の
実
施
設
計
を
経
て
、
大

規
模
太
陽
光
発
電
所
整
備
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

　

7
月
18
日
、
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
豊
岡
の
情
報
誌

　
「
豊
岡
顔
」を
7
月
に
発
行
し
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ

し
な
ど
に
取
り
組
む
豊
岡
の「
人
」

に
焦
点
を
あ
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

■
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1

　
2
開
催

　

7
月
25
日
、
首
都
圏
で
の
情
報

発
信
の
た
め
開
催
し
ま
し
た
。

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■「
豊
岡
市
生
き
も
の
共
生
の
日
」

　
事
業

○
5
月
20
日
、「
子
ど
も
探
検
田た

結い

」を
実
施

　

市
内
外
か
ら
小
学
生
22
人
が
田

結
湿
地
に
集
ま
り
、
生
き
も
の
の

観
察
や
小
さ
な
自
然
再
生
を
行
い

ま
し
た
。

■
生
き
も
の
調
査
な
ど
の
実
施

　

5
〜
6
月
、
市
内
の
小
学
校
14

校
の
児
童
が
、
環
境
学
習
の
一
環

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
近
く

の
ビ
オ
ト
ー
プ
、
田
ん
ぼ
、
川
な

ど
で
生
き
も
の
調
査
を
体
験
し
ま

し
た
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
の
実
施

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、

実
施
し
ま
し
た
。

○
4
月
8
日
、
戸
島
湿
地
の
水
路

清
掃

○
4
月
30
日
、
菜
の
花
の
会
主
催

の
円
山
川
清
掃

○
6
月
7
日
、
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
生
息
地
の
草
刈
作
業　

■「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
候

　
補
地
に
決
定

　
「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

が
、
5
月
10
日
開
催
の
中
央
環
境

審
議
会
野
生
生
物
部
会
で
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
第
11
回
締
約
国
会
議

に
お
い
て
新
規
登
録
さ
れ
る
国
内

候
補
地
9
カ
所
の
う
ち
の
1
カ
所

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

　
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

　
録（
7
月
3
日
）

　

7
月
6
〜
13
日
に
、
ル
ー
マ
ニ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
第
11
回
締
約
国
会
議
に
市
長
が

出
席
し
、
登
録
認
定
書
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
豊
岡
の
取
組
み
を
発

表
し
ま
し
た
。

■
ラ
ム
サ
ー
ル
Wウ

Eイ
Eー
Kク

　
「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と

な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
同
エ
リ

ア
の
自
然
や
文
化
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
る
事
業
を
7
月
22
〜
29
日

に
実
施
し
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
工
事
で
は
、
周
辺

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■
工
事
の
状
況

○
現
本
庁
舎
工
事
…
免
震
装
置
を

設
置
し
、
曳ひ
き

家や

工
事
が
終
了
。

1
・
2
階
の
補
強
工
事
、
3
階

の
解
体
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
工
事
…
土
の
掘
削
・
搬

出
作
業
が
終
了
。
現
場
内
に
大

型
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
新
庁

舎
の
躯く

体た
い

工
事
に
本
格
的
に
着

手
し
ま
し
た
。

《
7
月
以
降
の
予
定
》

　

現
本
庁
舎
3
階
の
復
元
工
事
、

外
壁
の
補
修
工
事
を
行
う
と
と
も

に
、
新
庁
舎
の
躯
体
工
事
を
順
次

進
め
て
い
き
ま
す
。

▲高さ約40メートルの大型クレーン
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歩
い
て
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

公
共
交
通
利
用
促
進

中
心
市
街
地
活
性
化

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
条

　
例
制
定
、
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち

　
づ
く
り
構
想
策
定

　

4
月
に「
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち

づ
く
り
条
例
」を
制
定
し
、
併
せ

て
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
起
こ
し
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
、
意
識
を
し
な

く
て
も
自
然
と
健
康
に
つ
な
が
る

行
動
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
健
康
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
育
成

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
地
区

な
ど
で
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
活

動
を
指
導
い
た
だ
く「
健
康
ま
ち

づ
く
り
指
導
員
」を
募
集
し
、
14

人
の
方
が
5
月
か
ら
研
修
を
始
め

て
い
ま
す
。

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　

本
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、

行
政
区
単
位
で
健
康
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
区
民
の
健
康

増
進
と
地
域
活
力
の
向
上
を
図
ろ

う
と
す
る
モ
デ
ル
地
区
を
募
集
し

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験 

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ン
ケ

ー
ト（
14
区
）実
施　

　

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

の
評
価
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す

る
た
め
、
西
気
地
区
と
清
滝
地
区

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

○
5
月
18
日
、
推
進
協
議
会
役
員

　

会
・
利
用
促
進
策
打
合
せ
会

○
乗
込
調
査
実
施（
延
べ
3
回
）

■
バ
ス
待
合
所
整
備
事
業

○
6
月
1
日
、
全
但
バ
ス「
鞄
団

地
バ
ス
停
」竣
工（
初
乗
り
）

　

地
域
の
住
民
団
体
な
ど
が
バ
ス

待
合
施
設
を
整
備
す
る
際
に
、
整

備
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
、「
鞄

団
地
バ
ス
停
」が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

■
市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」が

　
豊
岡
駅
前
広
場
乗
り
入
れ
開
始

　
「
コ
バ
ス
」が
、
豊
岡
駅
前
広
場

の
バ
ス
停
に
4
月
1
日
か
ら
乗
り

入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
eイー
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー

○
6
月
22
・
26
日
、
街
頭
キ
ャ
ン

《
平
成
24
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

　

新
庁
舎
完
成
後
の「
市
役
所
南

庁
舎
別
館
」の
活
用
整
備
構
想
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

南
庁
舎
別
館
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、
ま
ち
な
か
へ
の
集
客
力
向
上

や
地
域
へ
の
波
及
効
果
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

■
南
庁
舎
別
館
の
利
活
用
方
針

　

建
物
の
文
化
的
な
価
値
を
活い

か

し
な
が
ら
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

場
を
創
出
し
ま
す
。

■
カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ
ン
・
ス
ク

　
エ
ア
事
業
概
要

　
「
か
ば
ん
」を
ツ

ー
ル
に
宵
田
商
店

街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
、
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
、

か
ば
ん
職
人
を
育
成
す
る
ス
ク
ー

ル
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

■
い
ち
ご
駐
車
場
の
利
活
用
方
針

　

駐
車
場
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど

を
整
備
し
、
中
心
市
街
地
の
玄
関

口
を
創
出
し
ま
す
。

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

　
「
市
役
所
南
庁
舎
別
館
」お
よ
び

「
い
ち
ご
駐
車
場
」の
整
備
構
想
を

早
期
に
ま
と
め
ま
す
。

ペ
ー
ン
実
施

　

地
域
の
公
共
交
通
を
守
り
、
次

の
世
代
へ
残
し
て
い
く
た
め
、
マ

イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
・
鉄
道
へ
の
転

換
を
推
進
す
る「
e
通
勤
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
27
日
の「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」と「
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
周
知
す
る
た
め
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　

運
行
事
業
者
お
よ
び
地
域
が
一

体
と
な
り
、
一
層
の
利
用
促
進
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
神
鍋
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
を

活
用
し
た
誘
客
に
よ
る
利
用
促
進

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
バ
ス
教
室

　

7
月
20
・
27
日
開
催
の「
サ
ン

ス
ト
夏
の
夜
市
」で
、
バ
ス
車
両

を
展
示
し
て
行
い
ま
す
。

■「
山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
」利

　
用
者
助
成

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
を
走
る
臨
時
快

速
列
車「
山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
」

を
8
人
以
上
で
利
用
さ
れ
た
場
合
、

鉄
道
運
賃
の
2
分
の
1
を
助
成
す

る
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

■
K
T
R
豊
岡
市
民
号

　

8
月
18
日
、
舞
鶴
・
宮
津
方
面

へ
行
き
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
4
区

が
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

①
下
陰
区

②
西
花
園
区

③
竹
野
町
桑
野
本
区

④
日
高
町
岩
中
区

　

こ
れ
ら
の
区
で
は
、
8
月
か
ら

3
年
間
、
市
が
支
援
す
る
運
動
教

室
や
歩
数
計
を
使
っ
た
歩
キ
ン
グ
、

区
独
自
の
健
康
づ
く
り
活
動
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
同
時
に
、

市
の
行
う
血
液
検
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
、
体
組
成
デ
ー
タ
や
医
療
費
デ

ー
タ
の
提
供
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
に
よ
る
市
民
の
健

康
度
や
地
域
活
力
に
関
す
る
成
果

は
、
今
後
市
広
報
紙
な
ど
で
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
育
成

　

引
き
続
き
、「
健
康
ま
ち
づ
く

り
指
導
員
」を
養
成
し
ま
す
。

▲健康まちづくり指導員の研修
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

6
月
19
日
、
五
荘
小
学
校
プ
ー

ル
の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
会
長
の
小
林
恵
護
君
は「
仲
間

と
一
緒
に
プ
ー
ル
に
入
れ
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
石
幼
稚
園
の
プ
ー
ル

も
6
月
20
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は「
新
し
い
プ
ー
ル
は
、

ピ
カ
ピ
カ
で
う
れ
し
い
」と
喜
び

い
っ
ぱ
い
に
新
し
い
プ
ー
ル
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

〜
元
気
に
夏
を
満
喫
す
る
〜

五
荘
小
学
校
と
出
石
幼
稚
園
プ
ー
ル
竣
工

　

7
月
3
日
、「
円
山
川
下
流
域
・

周
辺
水
田
」が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
登
録
さ
れ
た
と
、
環
境
省

近
畿
地
方
環
境
事
務
所
か
ら
中
貝

市
長
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
こ
の
水
田
や
円

山
川
の
自
然
は
、
人
間
が
努
力
を

重
ね
て
再
生
し
た
も
の
で
す
。
今

日
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
し
て
、

自
然
再
生
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
7
月
6
日
か

ら
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で

開
催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第

11
回
締
約
国
会
議
の
登
録
認
定
証

授
与
式（
7
月
7
日
）な
ど
に
中
貝

市
長
が
出
席
し
、
豊
岡
の
取
組
み

を
世
界
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ

ロ
ー
ブ
賞
」の
授
賞
式
も
行
わ
れ
、

「
円
山
川
」は「
象
微
種
の
回
復
と

地
元
経
済
の
浮
揚
」が
な
さ
れ
て

い
る
優
秀
な
保
全
事
例
と
し
て
、

ブ
ル
ー
グ
ロ
ー
ブ
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

本
市
で
は
、
同
条
約
湿
地
登
録

を
記
念
し
て
、
7
月
22
〜
29
日
の

期
間
を
ラ
ム
サ
ー
ル
Wウ

Eイ

Eー

Kク

と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

決
定
、同
条
約
第
11
回
締
約
国
会
議（
Ｃコ
Ｏッ
Ｐプ
11
）

イ
レ
ブ
ン

に
参
加

　

豊
岡
に
暮
ら
す
人
や
働
く
人
、

市
外
の
豊
岡
フ
ァ
ン
の
声
を
紹
介

す
る
情
報
誌「
豊
岡
顔
」を
、
7
月

に
発
行
し
ま
し
た
。

　

発
行
は
年
2
回
、
次
回
は
11
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
誌
を
通
じ
て
豊
岡
フ

ァ
ン
が
生
ま
れ
、
本
市
へ
の
来
訪

者
が
増
え
た
り
、「
読
者
」と「
登
場

人
物
」、「
登
場
人
物
」と「
登
場
人

物
」と
い
う
よ
う
な
新
た
な
人
の

つ
な
が
り
が
で
き
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
経
済

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

〜
豊
岡
に
生
き
る
人
を
紹
介
す
る
情
報
誌
〜

 

「
豊
岡
顔（
と
よ
お
か
ふ
ぇ
い
す
）」創
刊

▲プールに入る園児ら（出石幼稚園）▲豊岡顔創刊号

▲ブルーグローブ賞を受け取ったコウ
ノトリ湿地ネットのメンバーら

▲登録を喜ぶ中貝市長、森田市議
会議長ら

【
6
月
】

13
日
・
国
土
交
通
省
と「
災
害
時

等
の
応
援
に
関
す
る
申
合

せ
」締
結

24
日
・
国
立
台
湾
大
学
視
察
来
訪

（
〜
30
日
）

26
日
・
第
3
次
外
国
人
漁
業
研
修

生
修
了
証
授
与
式

27
日
・
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

28
日
・
国
際
協
力
機
構
教
育
行
政

研
修
で
、
8
カ
国
の
教
育

行
政
官
来
訪（
〜
29
日
）

29
日
・
韓
国
教
員
大
学
コ
ウ
ノ
ト

リ
復
元
研
究
所
長
な
ど
市

長
表
敬
訪
問（
27
〜
29
日
）

【
7
月
】

3
日
・「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺

水
田
」ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
登
録
決
定

　
　

・
井
上
香
織
選
手
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
激
励

会

　
　

・
養
父
市
、
朝
来
市
お
よ
び

香
美
町
と
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
協
定
締

結
、
豊
岡
市
定
住
自
立
圏

形
成
方
針
策
定

6
日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ

11
登
録
認
証
授
与
式
、
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
等
参
加

（
〜
12
日
、ル
ー
マ
ニ
ア
）
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4
月
30
日
、
慶キ

ョ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

か
ら
全チ

ョ
ル

羅ラ
ブ

北ク

道ト

チ
ョ
ン
ジ
ュ（
清
洲
）の
韓

国
教
員
大
学
に
足
を
伸
ば
し
ま
し

た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
復
元
研
究
所
を

訪
問
す
る
た
め
で
す
。
キ
ム
学
長

と
研
究
所
の
ク
ォ
ン
所
長
の
出
迎

え
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
員
大
学
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保

護
増
殖
を
進
め
て
い
て
、
現
在
は

約
1
0
0
羽
に
増
え
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
度
、
自
然
放
鳥
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
か
ら
こ
れ
ま
で
に
6
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
教
員
大
学
に
送
ら

れ
、
3
組
の
ペ
ア
が
誕
生
し
、
18

羽
を
育
て
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
子
ど
も
た

ち
が
韓
国
の
空
を
舞
う
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

飼
育
場
に
行
く
と
、
韓
国
の
メ

ス
と
ペ
ア
に
な
っ
た
オ
ス
が
い
ま

し
た
。「
お
お
い
、
豊
岡
の
市
長
だ

よ
」と
声
を
掛
け
る
と
、
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
へ
え
?
分
か
る
の

か
な
、
と
飼
育
の
佐
藤
君
に
聞
く

と
、「
い
や
あ
、
分
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
よ
」と
つ
れ
な
い
返
事
。

　

放
鳥
場
所
は
、
全
国
公
募
が
な

さ
れ
、
か
つ
て
の
生
息
地
で
も
あ

る
忠チ

ュ
ン

清チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド

イ
エ
サ
ン（
礼
山
）郡

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

チ
ェ 

ス
ン
ウ
・
イ
エ
サ
ン
郡

守（
首
長
）に
も
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
韓
国
で
絶
滅
し
た
と
思

わ
れ
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
71

年
に
ペ
ア
で
発
見
さ
れ
、
大
騒
ぎ

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
密
猟
者

に
よ
っ
て
オ
ス
が
撃
ち
殺
さ
れ
、

何
も
知
ら
な
い
メ
ス
は
オ
ス
の
帰

り
を
待
ち
続
け
ま
す
。
人
々
は
新

し
い
オ
ス
が
現
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
が
、
か
な
わ
ず
、
つ
い
に
94

年
に
死
ん
で
、
韓
国
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
撃
た
れ
た
と

き
、
私
は
怒
り
と
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
今
度
の
放
鳥
は
ぜ
ひ

と
も
う
ち
で
、
と
念
じ
て
い
ま
し

た
」「
大
切
な
こ
と
は
、
人
々
の
意

識
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

は
時
間
と
忍
耐
と
努
力
が
必
要
で

す
。基
礎
を
し
っ
か
り
作
り
ま
す
」

　

郡
守
の
言
葉
で
す
。
私
の
言
葉

か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に「
豊
岡
は
私
た
ち
の
先
生
で
す
」

　

地
球
上
に
、
豊
岡
を
お
手
本
に

し
て
い
る
ま
ち
が
あ
る
!
誇
ら
し

い
気
持
ち
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
3
日
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全

日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
井
上
香
織
選
手（
本
市
出
石
町
出

身
）の
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
日
の
夕
方
と
い
う
時
間
帯
に

も
か
か
わ
ら
ず
、4
5
0
人
も
の

方
々
が
、
井
上
選
手
に
熱
い
エ
ー

ル
を
送
ろ
う
と
会
場
に
集
ま
り
ま

し
た
。
会
場
入
口
に
は
、
井
上
選

手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
寄
せ

書
き
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
激
励

会
で
井
上
選
手
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

井
上
選
手
は「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
た

め
に
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
て
、皆
さ
ん
と
一

緒
に
喜
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
と
し
て
、豊
岡
市
の
代

　

7
月
1
〜
31
日
、
首
都
圏
を
中

心
に
書
店
を
展
開
す
る
三
省
堂
書

店
の
文
庫
本
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
、

本
市
を
代
表
す
る
イ
メ
ー
ジ
広
告

を
掲
出
し
て
い
ま
す
。

　

同
広
告
は
、今
ま
で
に
2
回（
第

1
回
・「
城
崎
温
泉
」な
ど
、
第
2

回
・「
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ま
つ
り
」な
ど
）行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
大
変
好
評
で
あ
る
た
め
、

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
へ
の
広
告
掲
出
第

3
弾
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
ジ
オ（
地
球
）体
験
」

と
題
し
て
、
間
近
で
体
感
で
き
る

地
球
活
動
遺
産
の
日
高
地
域「
神

鍋
山
」と
竹
野
地
域「
は
さ
か
り

岩
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

夏
季
に
マ
ッ
チ
し
た
山
と
海

の
代
表
的
な
体
感
ジ
オ
サ
イ
ト

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊

〜
文
庫
本
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
戦
略〔
日
高
・
竹
野
編
〕〜

三
省
堂
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
へ
の
広
告
掲
出
第
３
弾

〜
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
お
め
で
と
う
〜

井
上
香
織
選
手
激
励
会
を
開
催

岡
の
新
た

な
魅
力
を

強
く
イ
メ

ー
ジ
付

け
、
豊
岡

の
知
名
度

ア
ッ
プ
と

誘
客
拡
大

を
図
り
ま

す
。

表
と
し
て
、し
っ
か
り
頑
張
っ
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲最後に、会場の皆さんと一緒に記念写真

▲市民の思いをのせた寄せ書きを、
井上選手へ

▲ブックカバー〔日高・竹野編〕

韓
国
へ
の
旅
（
二
）
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「
く
ま
モ
ン
」が
や
っ
て
き
た
‼

出
張
で
や
っ
て
き
た「
く
ま
モ
ン
」に

「
玄
さ
ん
」も
子
ど
も
た
ち
も
感
激
‼

城 崎城 崎

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
竹
野
海
岸
遊
覧
船
就
航

船
に
乗
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

 

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

竹 野竹 野

中
学
３
年
生
の「
ふ
れ
あ
い
育
児
体
験
」

ふ
れ
あ
い
、遊
び
か
ら
学
ぶ

豊 岡豊 岡

▲子どもたちに大人気の｢くまモン｣や｢玄さん｣！コウノ
トリの舞ちゃんや城崎泉隊オンセンジャーもお出迎え

　

7
月
3
日
と
4
日
の
2
日
間
、
港
中
学
校
3
年
生

が
、
観
正
寺
保
育
園（
気
比
）で
育
児
体
験
を
し
ま
し

た
。
同
園
園
長
の
田
中
俊
雄
さ
ん
は「
何
か
を
得
て

帰
っ
て
く
だ
さ
い
」と
中
学
生
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
だ
っ
た
園
児
た
ち
も
す
ぐ

に
慣
れ
、
肩
車
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
中
学
生
が
持

参
し
た
手
作
り
魚
釣
り
セ
ッ
ト
や
こ
ま
、
手
作
り
パ

ズ
ル
、
折
り
紙
な
ど
を
楽
し
み
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

中
学
生
の
山
本
美
保
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
は
素

直
で
、
持
っ
て
き
た
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
育
児
体
験
」は
、「
心
の
教
育
」と

し
て
、
市
内
10
中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
17
日
、
熊
本
県
営
業
部
長
の「
く
ま
モ
ン
」が

城
崎
温
泉
駅
前
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
以

前
、
大
阪
の
イ
ベ
ン
ト
で「
玄
さ
ん
」と「
く
ま
モ
ン
」

が
友
達
に
な
っ
た
縁
で「
玄
さ
ん
」が
招
待
し
て
実
現

し
た
、
く
ま
モ
ン
の
日
帰
り
出
張
で
す
。

　
「
く
ま
モ
ン
」は
、
昨
年
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業

を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
、
熊
本
県
知
事
か
ら
営
業
部

長
に
大
抜
擢
さ
れ
た
公
務
員
で
す
。ま
た
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
，11
で
は
１
位
に
輝
く
な
ど
、
圧
倒

的
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
く
ま
モ
ン
体

操
や
写
真
撮
影
会
、ミ
ニ
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、渋
〜

い「
玄
さ
ん
」と
愛
く
る
し
い「
く
ま
モ
ン
」の
共
演
が
、

観
光
客
ら
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
竹
野
海
岸
遊

覧
船
が
就
航
し
ま
し
た
。
遊
覧
船
は
、
8
月
19
日
ま

で
1
日
4
便
、
今
年
新
設
さ
れ
た
東
コ
ー
ス
で
は
、

籠か
ご

島し
ま

や
宇う

日い

流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

、
西
コ
ー
ス
で
は
、
は
さ
か
り

岩
な
ど
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
午
後
2
時
の
最
終
便
に
は
、
約
10
人
の

観
光
客
が
乗
り
込
み
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
船
上
か
ら
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
眺
め
、
約
1

時
間
の
遊
覧
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

乗
船
し
た
河
原
圭
佑
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）は「
初

め
て
沖
か
ら
竹
野
の
ま
ち
を
見
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
竹
野
の
良
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲紙芝居や肩車、折り紙、外遊びなど、さまざまな交流
が行われた

▲遊覧を楽しむ乗客
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た
ん
と
う
観
光
ゆ
り
園

15
種
2
万
本
の
ユ
リ
が

お
出
迎
え
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲日高東中学校区で植えられた｢はるかのひまわり｣を、
命の大切さを学びながら地域ぐるみで育てる

　

6
月
23
日
と
24
日
の
2
日
間
、日
高
東
中
学
校（
日

高
町
水
上
）の
生
徒
た
ち
が
、
校
区
の
区
民
ら
と
と

も
に「
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
」の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
日
高
東
会
議
」の
協
力

で
、
同
校
生
徒
が
、
種
か
ら
育
て
た
苗
約
1
7
0
0

株
を
、
各
自
の
住
む
区
内
に
植
え
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ

を
育
て
る
過
程
で
、
区
民
と
の
交
流
を
深
め
、
防
災

の
心
を
育
み
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は「
頑
張
っ
て
き
れ
い
な
ヒ
マ
ワ
リ
を

咲
か
せ
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
は
る
か
ち

ゃ
ん
の
自
宅
跡
地
に
咲
い
た「
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
」。

そ
の
種
が
、
日
高
で
も
花
を
咲
か
せ
る
で
し
ょ
う
。

▲この日は｢カンクン｣が満開。切り花販売も好評で、来
園者はお気に入りのユリを品定め

　

6
月
14
日
、
但
東
町
畑
山
の
田
ん
ぼ
で
、
た
ん
と

う
観
光
ゆ
り
園（
但
東
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
協
会
主

催
）が
開
園
し
、
観
光
客
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

年
間
を
通
じ
て
花
で
観
光
客
を
も
て
な
そ
う
と
、

「
た
ん
と
う
花
公
園
」を
整
備
し
、
今
年
初
め
て
同
ゆ

り
園
を
開
園
。
花
の
色
は
濃
い
赤
色
の「
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
」や
黄
色
の「
カ
ン
ク
ン
」、
桃
色
の「
フ
ェ
リ

メ
ー
ル
」な
ど
、
15
種
類
2
万
本
の
ユ
リ
が
、7
月
上

旬
に
掛
け
て
、
順
次
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
観
光
協
会
事
務
局
長
の
中
田
吉よ
し

昭あ
き

さ
ん
は「
春

は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
夏
は
ヒ
マ
ワ
リ
、
秋
は
ソ
バ
と
、

季
節
ご
と
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

小
学
生
に
よ
る
野
菜
の
収
穫
体
験
！

給
食
に
は
ボ
ク
ら
が
収
穫
し
た

野
菜
が
出
る
ぞ
っ
！

出 石出 石
　

出
石
地
域
内
の
畑
で
、
小
坂
・
弘
道
・
小
野
の
3

小
学
校
の
児
童
が
、
6
月
26
日
と
27
日
に
分
か
れ
て
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
マ
ト
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が「
給
食
に
安
全
な

野
菜
を
提
供
し
た
い
」と
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
今
で
は
児
童
ら
の
収
穫
体
験
、

地
産
地
消
を
知
る
環
境
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
日
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
方
法
を
聞
い
た
児
童

ら
は
畑
に
足
を
踏
み
入
れ
、
イ
モ
を
掘
り
出
し
て
は
、

「
こ
の
イ
モ
、
で
っ
け
ぇ
」「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
に
し
た

ー
い
」な
ど
と
に
ぎ
や
か
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
野
菜
は
翌
日
か
ら
の
給
食
に
使
わ
れ
、

児
童
の
胃
と
心
を
満
た
し
ま
し
た
。

▲掘れば掘るほど出てくるイモに、手を休める暇もな
い！？

「
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
」
で
つ
な
が
る
心
と
心

中
学
生
が
地
域
住
民
と
と
も
に

命
を
考
え
、交
流
を
深
め
る
！
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も
の
づ
く
り
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、飽
く
な
き
挑
戦
を

続
け
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

中
嶋
久
幸
さ
ん（
70
歳
）日
高
町
羽
尻

自
宅
の
庭
に
水
力
発
電
装
置
を
製
作
！

も
の
づ
く
り
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
た
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

球
な
ら
50
個
点
灯
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
扇
風
機
や
ク
ー
ラ
ー
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
節
電
に
つ
な

げ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

完
成
の
喜
び
　
も
の
づ
く
り

　

中
嶋
さ
ん
は
2
年
前
、
裏
山
か

ら
切
り
出
し
た
ケ
ヤ
キ
の
幹
を
削

り
、
巨
大
木
魚
を
製
作
。
日
高
町

荒
川
の
隆
国
寺
で
使
用
さ
れ
、
そ

の
大
き
さ
と
、
独
特
の
重
低
音
が

訪
れ
る
人
の
関
心
を
集
め
て
い
ま

す
。
ま
た
翌
年
に
は
、
ケ
ヤ
キ
で

臼
と
き
ね
を
作
り
、
近
く
の
三
方

保
育
園
に
寄
付
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
ケ
ヤ
キ
で
セ
ン
サ
ー
仕

掛
け
の
さ
い
銭
箱
を
製
作
。
さ
い

銭
を
入
れ
る
と
録
音
し
た
お
経
が

12
秒
間
流
れ
る
と
い
う
国
内
で
は

他
に
類
を
見
な
い
も
の
。「
多
く
の

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
も
の
づ
く

り
は
で
き
た
と
き
の
喜
び
、
満
足

感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
た
何
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
り
ま

す
」と
話
す
中
嶋
さ
ん
は
、
次
の

製
作
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

な
が
ら
、
中
古
の
発
電
機
を
探
し

ま
し
た
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
ず
、

向
井
さ
ん
に
相
談
し
て
故
障
の
少

な
い
イ
カ
釣
り
漁
船
用
の
発
電
機

を
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

約
4
カ
月
か
け
て
完
成

　

そ
れ
か
ら
は
毎
晩
遅
く
ま
で
作

業
に
没
頭
し
ま
し
た
。
自
宅
庭
の

池
の
横
に
基
礎
を
作
り
、
直
径
約

50
セ
ン
チ
の
水
車
を
取
り
付
け
ま

し
た
。
裏
山
か
ら
直
径
10
セ
ン
チ

の
パ
イ
プ
を
1
5
0
メ
ー
ト
ル
引

い
て
水
を
流
し
、
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
さ
せ
る
仕
組
み
。「
向
井

さ
ん
か
ら
は
水
を
取
り
込
む
高
低

差
が
15
メ
ー
ト
ル
以
上
必
要
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
わ
が
家
は
11

メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
高
低
差
で
発
電
さ
せ
る

た
め
に
は
、
水
車
に
当
て
る
水
圧

を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
パ
イ
プ

先
端
部
の
太
さ
を
変
え
た
り
、
水

車
の
羽
の
角
度
を
変
え
た
り
、
1

ミ
リ
単
位
で
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て

み
ま
し
た
」と
苦
笑
い
し
ま
す
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
5
月
に
完
成
。

「
初
め
て
電
球
を
つ
な
い
で
明
か

り
が
つ
い
た
と
き
は
感
動
し
ま
し

た
。
今
は
満
足
感
で
一
杯
で
す
」

と
中
嶋
さ
ん
。
当
初
、
60
ボ
ル
ト

だ
っ
た
電
力
量
も
今
で
は
1
0
0

ボ
ル
ト
に
な
り
、
60
ワ
ッ
ト
の
電

　

今
夏
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
農
業
を
営
む
中
嶋
久
幸
さ

ん
は
、
少
し
で
も
節
電
に
約
立
て

よ
う
と
、
小
型
の
水
力
発
電
装
置

を
製
作
。
最
大
3
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

発
電
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

豊
富
な
水
を
利
用
し
て
…

　

中
嶋
さ
ん
は
、
木
工
や
溶
接
が

趣
味
で
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
る

こ
ろ
か
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
装
置
を
作
る
き
っ
か

け
は
昨
年
10
月
、
テ
レ
ビ
で
徳
島

県
三
好
市
の
向
井
さ
ん
が
、
自
力

で
水
力
発
電
装
置
を
作
っ
た
の
を

知
っ
た
こ
と
。
中
嶋
さ
ん
は
冬

場
、
穴
を
開
け
た
パ
イ
プ
を
自
宅

前
の
道
に
置
き
、
裏
山
か
ら
流
れ

出
る
水
を
利
用
し
て
消
雪
し
て
い

ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
こ
の
水
が

夏
場
に
も
使
え
な
い
か
と
考
え
て

い
た
た
め「
こ
れ
だ
」と
直
感
。「
す

ぐ
テ
レ
ビ
局
に
問
い
合
わ
せ
て
向

井
さ
ん
を
探
し
、
2
月
に
会
い
に

行
き
ま
し
た
」と
話
す
中
嶋
さ
ん
。

行
動
派
で
す
。

　
「
ど
う
せ
作
る
な
ら
で
き
る
だ

け
手
作
り
で
」と
い
う
中
嶋
さ
ん

は
、
買
え
ば
1
5
0
万
円
ほ
ど
で

手
に
入
る
発
電
装
置
を
自
分
で
作

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
向
井
さ
ん

に
発
電
装
置
の
作
り
方
を
教
わ
り

▲いつも笑顔の中嶋さん

自宅の庭に設置した水力発電装置で電球をともす中嶋さん
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大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
が
元
気
の
源
‼

　

童
謡
を
う
た
う
会（
豊
岡
）

港
中
学
校（
豊
岡
）

案
内
者　

宮み
や

嶋じ
ま

美み

侑ゆ

さ
ん（
３
年
1
組
）

学
校
探
検
　 

③

　

港
中
学
校
は
、
在
校
生
が
87
人

で
、
地
域
の
方
々
と
密
接
に
関
わ

り
合
っ
て
い
る
学
校
で
す
。

　

同
校
生
徒
会
長
の
宮
嶋
美
侑
さ

ん
は
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
、

キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て

部
を
ま
と

め
て
い
ま

す
。
雨
の

日
の
練
習

で
は
、
女

子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部

の
掛
け
声
が
校
舎
内
に
響
き
渡
り

ま
す
。
宮
嶋
さ
ん
は「
み
ん
な
の

力
で
団
体
戦
に
勝
っ
た
と
き
は
う

れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

今
回
、「
学
校
で
は
友
達
と
話

し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
す
宮
嶋
さ
ん
に
港
中

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 　

港
中
学
校
の
特
徴
あ
る
取
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
浜
清
掃
」で
す
。
毎
年
、

港
東
・
港
西
小
学
校
、
港
東
・
港

西
幼
稚
園
、
高
年
ク
ラ
ブ
、
保
護

者
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
気
比
の

浜
と
田
結
の
浜
を
清
掃
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
6
月
30
日
に
実
施

し
、
約
5
5
0
人
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
は「
浜
清
掃
」の
こ

と
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
生
徒
会
で
円
山
川
の
上

流
に
位
置
す
る
朝
来
市
と
養
父
市

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
信し
ん

ち
ゃ
ん
販
売
」で
す
。

無
人
購
買
部
と
し
て
、
古
く
か
ら

港
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
、
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
な
ど
を

こ
こ
で
買
っ
て
い
ま
す
。
無
人
な

の
に
物
の
売
買
が
き
ち
ん
と
成
立

し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
立
番
」は
、
積
極
的

に
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
部
活
ご
と

に
あ
い
さ
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
を
も
う

け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
プ
ル
タ
ブ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
収
集
」は
、
前
期
・
後

期
で
１
〜
２
回
、
持
参
す
る
期
間

を
決
め
て

集
め
、
毎

年
ど
の
学

年
が
一
番

多
く
集
め

る
か
を
競

い
ま
す
。

集
め
た
も

の
は
団
体

に
送
り
、
車
い
す
の
購
入
に
役
立

て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
」（
授
業

と
授
業
の
間
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

さ
な
い
取
組
み
）は
、
港
地
区
で

は
小
学
校
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
な
の
で
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴

ら
な
く
て
も
自
然
と
授
業
と
休
憩

時
間
の
区
切
り
が
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
全
校
生

徒
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
特
に
3
年
生
は
、

取
組
み
や
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

が
最
後
の
年
に
な
る
の
で
、
全
て

の
行
事
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
の
旋
律
に
合
わ
せ
、
楽

し
そ
う
な
歌
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

童
謡
を
う
た
う
会
は
、
港
地
区

の
歌
好
き
の
仲
間
が
集

ま
り
、
月
に
1
回
、
港

地
区
公
民
館
で
童
謡
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
28

人
。

　

こ
の
会
の
設
立
の
き

っ
か
け
は
、
あ
る
一
言

か
ら
。
代
表
を
務
め
る

岩
崎
謙
司
さ
ん
が「
歌

の
喫
茶
な
ど
が
あ
れ
ば

い
い
な
あ
」と
何
気
に

言
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時

の
公
民
館
で
歌
の
講
座

と
し
て
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
た
と
の
こ
と
。
そ

の
後
、「
自
ら
計
画
を
立

て
て
活
動
し
よ
う
」と

サ
ー
ク
ル
と
し
て
自
立

し
ま
し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
は「
童
謡

は
み
ん
な
が
知
っ
て
る

の
で
、
自
ら
も
歌
い
や
す
い
。
上

手
、
下
手
じ
ゃ
な
く
、
大
き
な
声

で
楽
し
く
歌
う
こ
と
。こ
れ
が『
元

気
の
源
!
』な
の
で
し
ょ
う
」と
話

し
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
皆
さ
ん

は「
毎
月
の
練
習
が
楽
し
み
で
し

ょ
う
が
な
い
」と
声
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
み
な
60

歳
以
上
で
す
が
、
そ
の

中
で
最
高
齢
の
方
も

「
誘
わ
れ
た
と
き
は
戸

惑
っ
た
が
、
今
で
は
毎

月
、
歌
う
こ
と
と
皆
さ

ん
に
会
う
の
が
楽
し

み
」と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
会
は
、

「
場
数
を
踏
む
こ
と
も

大
事
」と
、
う
た
の
ひ

ろ
ば
や
地
区
の
文
化
祭

に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

今
年
6
月
に
は
、
初
の

試
み
と
し
て
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
押
し
か
け
て

歌
っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
会
員
が
増
え
る
と

楽
し
い
が
、
ま
と
め
る

の
が
難
し
い
か
も
」と
苦
笑
い
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
な
歌
声
が
響

き
渡
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲皆さんとても元気です

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
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地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
④

理
解
が
支
援
に
つ
な
が
る
〜
発
達
障
害
そ
の
1
〜

し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
合

っ
た
支
援
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

次
回
は
、
障
害
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
早
期

発
見
の
た
め
の
市
の
取
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

発達障害の種類 主な特徴（程度や現れ方には差があります）

①広汎性
　発達障害※

・ 他の人との関係をうまく持つことが難しい
・ コミュニケーションがうまくとれない
・ 想像力を働かせることが苦手
・ 強いこだわりがある

②学習障害
　（LD）

・ 聞く、話す、読む、書く、計算する、推論すると
いった能力のうち、一つまたは複数の力をう
まく使えない

③注意欠陥
　多動性障害
　（ADHD）

・ 自分の気持ちや行動をコントロールできない
・ 気が散りやすい
・ 考えずに行動する、落ち着きがない

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
40

　
〜
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
気
を
付
け
て
〜

な
い
状
態
に
す
る
。

※
パ
ソ
コ
ン
に
張
り
付
い
た
請
求

　

画
面
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の

で
、
シ
ス
テ
ム
の
復
元
操
作
を

し
、
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
を
ト
ラ

ブ
ル
前
に
戻
す
と
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合

わ
せ
る
か
、
情
報
処
理
推
進
機

構（
I
P
A
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.ipa.go.jp/

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
は
、

携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
は

契
約
は
成
立
し
て

い
な
い
。

○
興
味
本
位
で
ア
ダ

ル
ト
や
出
会
い
系
な
ど
の
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。
慌
て

て
サ
イ
ト
に
電
話
し
な
い
。

○
利
用
料
金
の
請
求
を
受
け
て
も

言
わ
れ
る
ま
ま
支
払
わ
な
い
。

○
未
成
年
者
は
家
族
に
相
談
す
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
、
次
の
画
面
に
進
む
た

め
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
当
な
請
求
に
は
応
じ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
と
は

　

ア
ダ
ル
ト
や
出
会
い
系
な
ど
の

サ
イ
ト
や
メ
ー
ル
で
、
利
用
料
金

や
利
用
規
約
な
ど
に
つ
い
て
明
確

に
説
明
せ
ず
、
消
費
者
が
ク
リ
ッ

ク
し
た
途
端「
入
会
登
録
が
完
了

し
ま
し
た
。
登
録
料
9
万
9

 
8
 0 

0
円
を
3
日
以
内
に
振
り
込
ん

で
く
だ
さ

い
」な
ど

と
表
示
し
、

消
費
者
に

金
銭
を
支

払
わ
せ
よ

う
と
す
る

手
口
を
い

い
ま
す
。

勧
誘
手
口

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
無
料

占
い
サ
イ
ト
や
無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ

ト
な
ど
を
閲
覧
中
に
、
意
図
せ
ず

に
ア
ダ
ル
ト
や
出
会
い
系
の
サ
イ

ト
な
ど
へ
接
続
し
て
し
ま
い
、
料

金
の
請
求
を
受
け
る
場
合
が
多
く
、

女
性
や
未
成
年
者
か
ら
の
相
談
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
有
料
サ
イ
ト
で
あ
る
こ

と
を
容
易
に
確
認
で
き
な
い
画
面

に
し
た
り
、
無
料
サ
イ
ト
と
虚
偽

の
表
示
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

消
費
者
を
不
安
に
さ
せ
て
請
求

〇
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
識
別

　

番
号
な
ど
を
画
面
上
に
表
示
し
、

　

消
費
者
個
人
を
特
定
し
た
よ
う

に
思
わ
せ
る
。

〇「
支
払
わ
な
い
と
調
査
を
し
て
取

り
立
て
る
」「
3
日
以
内
に
振
り

込
む
よ
う
に
」な
ど
と
脅
し
請

求
す
る
。

〇
請
求
金
額
は
表
示
し
な
い
で
電

　

話
を
さ
せ
る
よ
う
に
誘
導
し
、

脅
迫
め
い
た
言
動
で
金
銭
を
要

求
し
た
り
、
し
つ
こ
く
取
り
立

て
る
。

〇
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
請
求
金
額

　

や
支
払
期
限
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

　

ン
の
数
字
を
張
り
付
け
、
消
え

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

発
達
障
害
と
は

　

発
達
障
害
者
支
援

法
で
は
、「
①
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
そ
の
他
の
広
汎は
ん

性

発
達
障
害
、
②
学
習

障
害
、
③
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
脳
機

能
の
障
害
で
あ
っ
て
、

そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現

す
る
も
の
」と
定
義

し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
発
達
障
害

は
、
何
ら
か
の
脳
機

能
の
障
害
で
、
日
常

生
活
や
社
会
へ
の
適

応
に
困
難
が
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
で
す
。

年
齢
や
生
活
、
保
護
者
の
育
て
方
、

家
庭
で
の
し
つ
け
な
ど
が
原
因
で

起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
性
に
応
じ
た
関
わ
り
方
を

　

発
達
障
害
の
場
合
、
障
害
ご
と

の
特
徴
が
少
し
ず
つ
重
な
り
合
っ

た
り
、
年
齢
や
環
境
に
よ
っ
て
目

立
つ
症
状
が
違
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
障
害
の
特
性
を
理
解

＜発達障害の種類と主な特徴＞

※知的障害を伴う自閉症、知的障害のない高機能自閉症、知的障害が
なく言語発達に遅れのないアスペルガー症候群等の障害の総称
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2
歳
お
め
で
と
う
☆
元
気
い
っ
ぱ

い
明
る
い
姿
に
い
つ
も
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
い
る
よ
！

　
（
父 

秀
和
・
母 

千
尋
、中
陰
）

峰高誠
せい

太
た

ちゃん
（平成22年5月24日生）

　

な
ん
で
も
よ
く
食
べ
て
、元
気

い
っ
ぱ
い
の
る
ん
ち
ゃ
ん
。こ
れ
か

ら
も
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

（
父 

敦
・
母 

香
織
、上
陰
）

元井琉
る

結
い

ちゃん
（平成22年5月31日生）

　

い
つ
も
笑
顔
が
か
わ
い
い
実
結

ち
ゃ
ん
♡
実
咲
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
、元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

（
父 
充
伸
・
母 

香
織
、九
日
市
下
町
）

足立実
み

結
ゆ

ちゃん
（平成23年4月21日生）

　

2
歳
に
な
り
、お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
子
陽
☆
ス
テ
キ
な
女
の
子
に
な
っ

て
ネ
♡
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
父 

善
光
・
母 

智
春
、江
本
）

増田子
こ

陽
はる

ちゃん
（平成22年1月4日生）

　

わ
が
家
の
ワ
ン
パ
ク
4
男
坊
! !
最

近
い
っ
ぱ
い
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
、ま
す
ま
す
か
わ
い
〜
♡
♡

　
（
父 

秀
輝
・
母 

直
美
、竹
野
町
竹
野
）

福井里
り

久
く

斗
と

ちゃん
（平成22年4月12日生）

　

こ
と
の
の
笑
顔
に
家
族
み
ん
な
が

癒
さ
れ
る
よ
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。祝
1
歳
! !

（
父 

憲
二
、母 

ゆ
か
、森
尾
）

岡野ことのちゃん
（平成23年5月7日生）

　

1
歳
お
め
で
と
う
♡
笑
顔
い
っ

ぱ
い
、元
気
い
っ
ぱ
い
、大
き
く
な
ぁ

れ
! !（

父 

智
志
・
母 

美
紀
、日
高
町
上
郷
）

山﨑和
わ か な

奏ちゃん
（平成23年5月12日生）

　

1
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
っ
て
ね
♡

　
（
父 

健
大
・
母 

真
弓
、今
森
）

上野愛
あい

虎
と

ちゃん
（平成23年5月19日生）

た
め
、
市
民
を
中
心
と
し
た
会
員

が
、
休
耕
田
や
放
棄
田
な
ど
を
活

用
し
た
湿
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

そ
の「
絶
滅
し
か
か
っ
た
生
物
を

救
う
」と
い
う
活
動
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
植
坂
一
郎（
宝
塚
市
）

▽
内う
つ

海み

京
子（
日
高
町
上
石
）

▽
木
村
　
悟（
日
高
町
西
芝
）

▽
矢
野
勝ま
さ

樹き（
出
石
町
福
住
）

　

6
月
6
日
、日
高
町
上
石
で
発
生

し
た
火
災
で
、近
隣
住
民
や
、車
で

通
り
か
か
っ
た
右
記
の
方
は
、早
期

に
火
災
を
発
見
す
る
と
と
も
に
消

火
活
動
を
実
施
し
て
、
消
防
隊
到

着
ま
で
に
火
災
を
消
火
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
全
国
危
険
物
安
全
大
会

■
消
防
庁
長
官
表
彰

・
危
険
物
保
安
功
労
者（
個
人
の
部
）

▽
上
坂
卓
雄（
出
石
町
八
木
）

平
成
24
年
度
兵
庫
県
危
険
物

安
全
・
安
心
大
会

■
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会
理
事

長
表
彰

・
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
安
田
義
明（
福
井
建
設
株
式
会

社
豊
岡
事
業
所
）

▽
山
下
幸
雄（
但
東
開
発
株
式
会
社
）

・
優
良
事
業
所

▽
ワ
タ
キ
自
動
車
株
式
会
社（
寿
町
）

▽
株
式
会
社
日
高
振
興
公
社
　
か

ん
な
べ
湯
の
森「
ゆ
と
ろ
ぎ
」

（
日
高
町
栗
栖
野
）

コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
　

「
日
本
動
物
大
賞
」
受
賞

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
が
、

「
第
4
回
日
本
動
物
大
賞
」（
日
本

動
物
愛
護
協
会
主
催
）の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
野
外
に
放
た
れ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
を
整
え
る

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
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　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000
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期
　
間

8
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」 

　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
正
し
く
、
美

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、

無
許
可
の
工
事
用
足
場
、
看
板
の

設
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○「
一
本
の　

道
に
日
本
の　

底

力
」（
平
成
24
年
度「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」推
進
標
語
入
選
作
品
）

問
建
設
課
建
設
管
理
係

　

☎
23

1
1
1
5

8
月
15
日
は
、「
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
」

  

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く

の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
8
月
15
日（
水
）、
日

本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、

正
午
を
合
図
に
1
分
間
の
黙
と
う

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
正
午
の

時
報
を
合
図
に
、
追
悼
と
平
和
の

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

催
　
し

コ
ウ
ノ
ト
リ
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

日
8
月
11
日（
土
）午
後
5
時
30
分
〜

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

多
目
的

ホ
ー
ル（
祥
雲
寺
）

出
演
元
宝
塚
歌
劇
団・歌
手　

毬ま
り

穂ほ

え
り
な
さ
ん
、
八
代
保
育
園
の

皆
さ
ん（
和
太
鼓
）

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

と
し
ょ
か
ん
映
画
会 

日
8
月
10
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
10
分

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス　

失
わ
れ

た
帝
国
」（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ

映
画
）

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

2
0
1
2
と
よ
お
か

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

日
12
月
27
日（
木
）ま
で

対
象
施
設
伊
藤
清
永
美
術
館
、
植

村
直
己
冒
険
館
、
但
馬
国
府
・

国
分
寺
館
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館

応
募
特
典

・
ス
タ
ン
プ
二
つ
…
3
館
目
の
入

館
料
半
額

・
ス
タ
ン
プ
三
つ
…
4
館
目
の
入

館
料
無
料

・
ス
タ
ン
プ
四
つ
…
豪
華
賞
品
が

当
た
る
チ
ャ
ン
ス（
抽
選
で
1 

0
0
人
）

賞
品
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
1
泊

2
日
ペ
ア
宿
泊
券（
3
組
）、
但

馬
の
特
選
食
材（
但
馬
牛
、
農

村
体
験
館
八
平
の
ど
ぶ
ろ
く
、

出
石
そ
ば
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

お
米
の
い
ず
れ
か
）（
20
人
）、豊

岡
の
い
ち
お
し
ス
イ
ー
ツ（
20

人
）、た
ん
た
ん
温
泉
ま
た
は
乙

女
の
湯
ペ
ア
入
浴
券（
20
組
）、

玄
さ
ん
グ
ッ
ズ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
グ
ッ
ズ

申
方
各
施
設
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
チ
ラ
シ
に
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
持
参

申
対
象
施
設
ま
た
は
文
化
振
興
課

問
文
化
振
興
課

　

☎
23

1
1
6
0

と
よ
お
か
地
元
探
検
隊

日
8
月
11
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
集
合
…
午
前
8
時
50

分
に
豊
岡
駅
前
バ
ス
乗
り
場
）

所
神
鍋
高
原（
溶
岩
流
と
神
鍋
風

穴
）、
城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド

※
移
動
は
バ
ス
を
利
用

内
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け

る
神
鍋
・日
和
山
の
ジ
オ
サ
イ

ト（
ガ
イ
ド
付
き
）、
城
崎
マ
リ

ン
ワ
ー
ル
ド
の
見
学
な
ど

料
大
人（
高
校
生
以
上
）2
千
円
、

子
ど
も（
小
・
中
学
生
）千
円

※
乳
幼
児
は
参
加
不
可

定
40
人

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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申
方
参
加
費
を
添
え
て
申
込
み

申
期
8
月
5
日（
日
）

申
問
豊
岡
観
光
協
会

　

☎
22

8
1
1
1

第
45
回
文
教
府
夏
期
大
学

日
8
月
18
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時
50
分

所
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

演
題
講
師

○「
日
本
語
面
白
教
室
」・
日
本
語

学
者
、
杏き
ょ
う

林り
ん

大
学
教
授　

金
田

一
秀
穂
さ
ん

○「
受
け
渡
し
た
い
日
本
の
こ
こ

ろ

文
化
の
力
が
は
ぐ
く
む
も

の

」・
小
説
家　

玉
岡
か
お

る
さ
ん

料
1
5
0
0
円

※
チ
ケ
ッ
ト（
会
員
券
）は
、
但
馬

文
教
府
、
各
市
町
教
育
委
員
会
、

中
央
公
民
館
な
ど
で
販
売

問
文
教
府
夏
期
大
学
実
行
委
員
会

（
但
馬
文
教
府
内
）

　

☎
22

4
4
0
7

但
馬
ド
ー
ム
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〜
日
本
に
生
ま
れ
て
〜     

「
自
衛
隊
活
動
写
真
展
」

日
8
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ド
ー
ム
棟

2
階　

展
望
デ
ッ
キ（
日
高
町

名
色
）

内
東
日
本
大
震
災
、
阪
神
淡
路
大

震
災
、
台
風
23
号
の
被
害
状
況

に
関
す
る
写
真
や
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示

問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

☎
45

1
9
0
0

自
衛
官
募
集
説
明
会

日
8
月
5
日（
日
）午
後
2
時
〜
3

時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ　

市
民
活
動

室
C（
大
手
町
）

対
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
方
、
保
護
者

内
自
衛
隊
の
任
務
・
活
動
、
募
集

種
目（
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
、
防
大
・
防
医
大
・

航
空
学
生
・
看
護
学
生
）の
説

明
、
質
疑
応
答

問
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊

岡
出
張
所
☎
22

3
9
7
8

募
　
集

市
役
所
庁
用
封
筒
の

有
料
広
告
募
集

掲
載
物
庁
用
封
筒
裏
面
①
長
3
号
、

②
角
20
号

広
告
サ
イ
ズ
①
縦
7
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

②
縦
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横

10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

広
告
作
成

・
広
告
主
が
広

告
の
デ
ザ
イ

ン
を
自
費
で

作
成
し
、
市

役
所
経
由
で

デ
ー
タ
を
印
刷
業
者
へ
渡
す

・
い
ず
れ
の
封
筒
も
凸
版
印
刷
の

た
め
、
封
筒
に
精
密
な
広
告
は

掲
載
で
き
な
い

・
広
告
の
枠
内
に
広
告
主
の
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
を
記
入
の
上
、枠

外
に
次
の
旨
を
表
示

　
「
豊
岡
市
で
は
、
財
源
確
保
の

た
め
、
企
業
等
の
広
告
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。」

広
告
刷
り
色
青
一
色

広
告
枠
数
①
2
枠
、
②
6
枠

広
告
料
①
1
枠
2
万
円
、
②
1
枠

1
万
円

作
成
（
配
布
）
部
数
①
5
万
枚（
見

込
み
）、
②
1
万
枚（
見
込
み
）

配
布
（
使
用
）
期
間
11
月
〜
平
成
25

年
3
月
ご
ろ（
①
②
共
通
）

※
平
成
25
年
4
月
以
降
も
封
筒
が

な
く
な
る
ま
で
使
用

申
期
7
月
26
日（
木
）〜
8
月
17
日

（
金
）

※
申
込
数
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選

申
問
総
務
課
文
書
法
制
係

　

☎
23

1
1
1
6

か
な
書
展
事
務
補
助
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）募
集

募
集
職
種
・
人
数
か
な
書
展
事
務

補
助
・
1
人

応
募
資
格
パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）の
操
作
が
で
き
る
方

雇
用
期
間
9
月
13
日（
木
）〜
12
月

3
日（
月
）の
う
ち
、
48
日
間

業
務
内
容
か
な
書
展
に
関
す
る
事

務
補
助
、
会
場
準

備
な
ど

勤
務
先
竹
野
総
合
支

所
地
域
振
興
課

勤
務
条
件

・
報
酬
…
日
額
6
6
0
0
円

・
勤
務
時
間
…
週
5
日（
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

・
休
日
…
週
休
2
日（
土・日
曜
日
）

※
12
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）は

勤
務
日

選
考
日
8
月
17
日（
金
）

申
方
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
8
月
8
日（
水
）〜
8
月
10
日

（
金
）必
着

申
問
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎
21

9
0
7
3

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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〜
出
会
い
・
感
動
〜 

夢
但
馬 2014

キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
を
募
集
し
ま
す

■
〜
出
会
い
・
感
動
〜

夢
但
馬 2014 

と
は

　

但
馬
が
抱
え
る
課
題
へ
の
挑
戦

と
確
か
な
未
来
づ
く

り
を
目
的
に
、「
但

馬
・
理
想
の
都
の
祭

典
」か
ら
20
年
目
と

な
る
平
成
26
年
度
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
夢

但
馬 2014 

を
開
催
し
ま
す
。

■
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
と
は

　

夢
但
馬 2014 

の
機
運
醸
成
事

業
や
プ
レ
的
事
業
、但
馬
各
地
で
展

開
さ
れ
る
事
業
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
情
報
発
信
な
ど
、
平
成
26

年
度
以
前
に
実
施
す
る
活
動
で
す
。

募
集
事
業
但
馬
地
域
が
抱
え
る
課

題
への
挑
戦
と
確
か
な
未
来
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
活
動

応
募
資
格
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も

実
施
場
所
但
馬
地
域
内

実
施
期
間
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

事
業
登
録
の
可
否
事
務
局
で
審
査

な
ど
を
経
て
、
事
業
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
登
録
。
後
日
、
登
録
の
可

否
を
連
絡

申
方
指
定
の
応
募
用
紙（
夢
但
馬 

2014 

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
但
馬
県
民
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）に
記
入
の
上
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期

・
第
1
次
…
9
月
30
日（
日
）

・
第
2
次
…
平
成
25
年
3
月
31
日（
日
）

・
第
3
次
…
平
成
25
年
5
月
31
日（
金
）

申
問
夢
但
馬 2014 

推
進
協
議
会

事
務
局（
但
馬
県
民
局
地
域
政

策
室
ふ
る
さ
と
但
馬
創
生
課

内
・
〒
6
6
8

0
0
2
5　

幸
町
7

11
）☎
26
3
6
7
6

　
Ｆ
23

1
4
7
6

　
メyum

etajim
a2014@

pref.
　

 hyogo.lg.jp

　
ホhttp://w

w
w
.tajim

a.or.

　

jp/yum
etajim

a/

第
15
代
豊
岡
・
り
く
娘
募
集 

　

10
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）に

開
催
す
る「
第
15
回
大
石
り
く
ま

つ
り
」や
、
り
く
の
ふ
る
さ
と「
但

馬
・
豊
岡
」の
P
R
な
ど
で
活
躍

す
る「
豊
岡
・
り
く
娘
」を
募
集
し

ま
す
。

対
但
馬
地
域
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
、19
歳
以
上
30
歳
未
満（
平
成

24
年
8
月
1
日
時
点
）の
未
婚

の
女
性
で
、
大
石
り
く
ま
つ
り

へ
出
演
の
ほ
か
、
豊
岡
を
P
R

す
る
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
観

光
行
事
に
協
力
で
き
る
方

任
期
次
回「
大
石
り
く
ま
つ
り
」開

催
ま
で
の
1
年
間

定
2
人

選
考
方
法
面
接（
日
程
は
個
別
に

通
知
）

申
方
豊
岡
観
光
協
会
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
写
真

（
全
身
ま
た
は
上
半
身
）1
枚
を

添
え
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
8
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）

必
着

他
豊
岡
・
り
く
娘
に
選
考
さ
れ
た

方
に
は
豪
華
副
賞
を
贈
呈

申
問
大
石
り
く
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
豊
岡
観
光
協
会
内
・〒
6
 6 

8
0
0
3
1　
大
手
町
3
2
）

　
☎
22
8
1
1
1
Ｆ
22
8
1
1
2

「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
事
業

（
助
成
金
）」の
第
2
期
分
募
集

　

県
民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
団
体
な

ど
が「
伝
え
る
」「
備
え
る
」を
テ
ー

マ
に
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発

信
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で
減
災

に
取
り
組
む「
災
害
文
化
」の
定
着

に
貢
献
す
る
事
業
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業
震
災
で
学
ん
だ
教
訓
の

継
承
、災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に

つ
い
て
の
実
践
、復
興
の
過
程
で

積
み
上
げ
た
経
験
の
継
承
や
発
信

な
ど
の
目
的
に
よ
り
県
内
で
実

施
す
る
講
演
会
、防
災
訓
練
な
ど

助
成
額
地
域
事
業
2
〜
50
万
円
、

全
県
事
業
5
〜
1
0
0
万
円

対
象
期
間
平
成
25
年
1
月
1
日
〜

3
月
31
日
の
間
に
開
始
し
完
了

す
る
事
業

申
期
10
月
22
日（
月
）

申
問
但
馬
県
民
局
企
画
防
災
課

　

☎
26

3
6
1
6
ま
た
は
ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議

事
務
局（
県
復
興
支
援
課
内
）

　

☎
0
7
8
3
6
2
9
9
8
4

平
成
25
年
度
第
2
学
期（
10
月
入
学
）

放
送
大
学
学
生
募
集

募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生（
6
カ
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生（
1
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生（
4
年
間
以
上
在

学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
大
学
院

・
修
士
科
目
生（
6
カ
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生（
1
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

募
集
資
格

・
教
養
学
部
…
15
歳
以
上
な
ら
ど

な
た
で
も

・
大
学
院
…
18
歳
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
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資
料
請
求
詳
し
い
資
料
の
送
付
は

問
い
合
わ
せ（
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
付
可
）

申
期
8
月
31
日（
金
）必
着

申
問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8
8
0
5
0
0
5
2

　
ホhttp://w

w
w
.ouj.ac.jp

す
く
す
く
子
育
て
支
援
者　

交
流
研
修
会
参
加
者
募
集

日
8
月
30
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室（
大
手
町
）

対
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

方
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
、
子

育
て
グ
ル
ー
プ
や
子
育
て
団
体

に
所
属
し
て
い
る
方

※
親
子
で
の
参
加
可

内
親
子
遊
び
、
絵
本
を
使
っ
た
遊

び
、
製
作
遊
び
な
ど

講
師
N
P
O
法
人
生
涯
学
習
サ
ポ

ー
ト
兵
庫　

嘉よ
し

仁ひ
と

さ
ん

定
40
人

申
期
8
月
6
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4
ま
た
は
各
子

育
て
セ
ン
タ
ー

介
護
員
養
成
研
修
事
業
受
講
生

募
集（
2
級
課
程
、
通
学
）

日
9
月
10
日（
月
）〜
12
月
26
日（
水
）

※
講
義
…
12
日
間（
61
時
間
）、
演

習
…
8
日
間（
42
時
間
）、
実
習

…
5
日
間（
30
時
間
）

所
講
義
・
演
習
…
竹
野
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
実
習
…
市
内
介
護

保
険
事
業
所
・
施
設

対
原
則
、
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、

訪
問
介
護
事
業
に
従
事
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
な
ど

料
3
万
円

定
20
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

申
方
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー（
本
所
）お
よ
び
各

地
区
セ
ン
タ
ー（
支
所
）に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送

申
期
8
月
1
日（
水
）〜
21
日（
火
）

必
着

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課（
〒
6
6
9

5
3
0
5　

日
高
町
祢に
ょ
う布
8
9
1

2
）

　

☎
43

1
3
3
3

教
室・
講
習
・講
座

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

日
8
月
26
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

所
城
崎
総
合
支
所　

2
階　

城
崎

市
民
セ
ン
タ
ー

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
20
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
駐
在
所
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
20
日（
月
）

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係（
〒
6
6

8
0
0
5
5　

昭
和
町
4
33
）

　
☎
24
8
0
3
8
Ｆ
24
1
2
7
8

　
ホhttp://119.city.toyooka.lg.jp

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

日
9
月
3
日
・
24
日
、
10
月
15

日
・
29
日
、11
月
26
日
、12
月
3

日
い
ず
れ
も
月
曜
日
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分（
6
回
コ
ー
ス
）

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

対
肥
満
や
健
診
結
果
が
気
に
な
り
、

生
活
改
善
し
た
い
方

内
健
康
講
話
・
栄
養
実
習

定
20
人

申
期
8
月
6
日（
月
）〜
24
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24
1
1
2
7

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

日
8
月
1
日
〜
10
月
31
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時（
8

月
15
日
を
除
く
）

※
8
月
1
日（
水
）は
無
料
体
験
日

（
事
前
申
込
み
不
要
）

所
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

対
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

内
テ
ニ
ス
の
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
学
ぶ

指
導
日
本
体
育
協
会
公
認
テ
ニ
ス

上
級
指
導
員
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員

料
6
千
円（
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ト
使

用
料
な
ど
）

※
中
途
申
込
み
は
残
り
の
回
数
分

定
20
人
程
度

持
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

（
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
若
干
あ
り
）

申
方
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

申
問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会（
チ
ー
ム

と
よ
お
か
）　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　
☎
0
9
0
3
4
9
6
3
7
3
9

　
Ｆ
44

0
2
8
1

　
メtoyooka-tennis@

iris.
eonet.ne.jp
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ひ
ょ
う
ご
く
ら
し
の
親
子
塾 

岡　

3
階　

組
合
員
集
会
室（
加

広
町
）、4
回
…
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

み
ず
ほ
協
同
農
園（
三
木
市
）

料
親
子
1
組
2
5
0
0
円（
エ
コ

カ
レ
ー
材
料
代
、
バ
ス
研
修
時

の
昼
食
代
・
バ
ス
代
・
収
穫
体

験
代
な
ど
）

定
親
子
15
組

※
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
方
を

優
先

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
期
8
月
6
日（
月
）

申
問
コ
ー
プ
こ
う
べ
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
豊
岡

　

☎
24

1
2
6
6

「
貯
金
箱
」木
工
教
室

日
8
月
20
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲
寺
）

内
木
製
貯
金
箱
を
作
製
し
、
好
き

な
色
を
塗
っ
て
完
成

講
師
長
岡　

豊
さ
ん

料
1
5
0
0
円（
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
付
き
）

定
20
人

申
期
8
月
17
日（
金
）

申
問
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

　

☎
37

8
2
2
2

酒
害
教
室

　
「
お
酒
を
や
め
な
さ
い
」と
医
師

か
ら
言
わ
れ
て
も
や
め
ら
れ
な
い

方
、
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

家
族
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

第
２
回

・
日
時
…
8
月
8
日（
水
）午
後
3

時
30
分
〜
4
時
30
分

・
テ
ー
マ
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復

・
講
師
…
医
師　
大
久
保
聡
子
さ
ん

第
３
回

・
日
時
…
8
月
16
日（
木
）午
後
3

時
30
分
〜
4
時
30
分

・
テ
ー
マ
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
の
心
理
と
家
族
の
問
題

・
講
師
…
臨
床
心
理
士　

田
口
久

芳
さ
ん

第
４
回

・
日
時
…
8
月
23
日（
木
）午
後
3

時
30
分
〜
5
時

・
テ
ー
マ
…「
断
酒
会
・
A
A
会

員
」を
囲
ん
で

・
講
師
…
医
師　

吉
岡
隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

所
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
豊
岡

病
院　

多
目
的
室（
本
館
3
階
、

戸
牧
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
豊
岡

病
院
精
神
科
外
来

　
☎
22
6
1
1
1
Ｆ
22
0
0
8
8

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
8
月
18
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

4
階　

経
営

研
修
室（
大
磯
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
8
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分　

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

試
　
験

第
7
回
但
馬
検
定
受
験

日
9
月
2
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

所
日
高
文
化
体
育
館（
日
高
町
祢に
ょ
う布
）

試
験
区
分
1
・
2
・
3
級
試
験

受
験
資
格
1
級
は
2
級
合
格
者
、

2
級
は
3
級
合
格
者
、
3
級
は

制
限
な
し

回 日時 テーマ 内容 対象

１ ８月17日（金）午前10時30分～正午 旬を探そう！
　子どもたちに旬や地元のものを食べる大切
さをゲームやクイズで伝える
〔講師：Cキッズ・ネットワーク〕

小学生と保護者
※子どものみ参加可

２ ８月21日（火）午前10時30分～正午
コープでエコた
んけん！

　お店の中の環境のマークを探す、次回実
施するエコカレーの材料の買い出し
〔講師：コープこうべ職員〕

小学生と保護者
※子どものみ参加可

３ ８月22日（水）午前10時30分～午後１時
エコカレーにチャ
レンジ

　エコカレー作り（調理する過程でエコな視
点を学ぶ）〔講師：家庭料理研究会〕

小学生と保護者
※子どものみ参加可

４ ８月26日（日）午前８時～午後４時30分
Let ' s Go！エコ
ファーム（バス見
学会）〔三木市〕

　「みずほ協同農園」、「土づくりセンター」を
見学、野菜の収穫体験、簡単なクッキング

小学生と保護者
※親子で参加

＜日時・テーマ・内容・対象＞所
1
〜
3
回
…
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
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料
千
円（
10
人
以
上
の
団
体
は
9 

0
0
円
）

申
方
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
、

市
役
所
各
窓
口
な
ど
に
あ
る

「
第
7
回
但
馬
検
定
受
験
の
ご

案
内
」の
受
験
申
込
書（
払
込
取

扱
票
）に
記
入
の
上
、
申
込
み

申
期
8
月
20
日（
月
）

他
但
馬
検
定
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
2
0

1
1
年
版「
ザ・た
じ
ま
」販
売
中

申
問
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

☎
24

2
2
4
7

兵
庫
県
警
察
官
採
用
選
考
試
験

（
第
2
回
）

募
集
人
員

・一
般
選
考（
男
性
）2
3
0
人
程
度

・
一
般
選
考（
女
性
）20
人
程
度

・
特
別
選
考
4
人
程
度

試
験
日
内

○
第
一
次
試
験

・
9
月
16
日（
日
）午
前
8
時
45
分

〜
午
後
2
時
・
教
養
、論
文
試
験

・
10
月
9
日（
火
）〜
19
日（
金
）の

う
ち
の
指
定
す
る
1
日
・
体
格
、

体
力
検
査

○
第
二
次
試
験

・
11
月
7
日（
水
）〜
20
日（
火
）の

う
ち
の
指
定
す
る
1
日

申
期

・
郵
送
…
7
月
27
日（
金
）〜
8
月

21
日（
火
）消
印
有
効

・
持
参
…
7
月
27
日（
金
）〜
8
月

26
日（
日
）

※
募
集
資
格
、試
験
場
所
、申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
北
警
察
署
警
務
課
☎
32

0
1
1
0
、
豊
岡
南
警
察
署
警

務
課
☎
24

0
1
1
0

制
　
度

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の

支
援

　

台
風
23
号
な
ど
で
被
災
経
験
を

し
た
本
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
地
域
へ
今
後
3
年
間
程

度
、
継
続
し
た
支
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

バ
ス
等
の
運
行
費
用
の
助
成
や
、

交
通
費
の
一
部
助
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
被
災
地
支

援
に
か
か
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
助
成
制
度

○
バ
ス
借
上
料
等
へ
の
助
成

対
象
と
な
る
活
動

・
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活
動

・
被
災
者
を
励
ま
し
、
応
援
す
る

活
動

対
市
民
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
、
各
種

団
体
、
事
業
者
な
ど

対
象
経
費
自
動
車（
定
員
11
人
以

上
）借
上
料
、運
転
手
経
費
、燃

料
費
、通
行
料
に
か
か
る
全
額

を
予
算
の
範
囲
内
で
助
成（
1
台

に
つ
き
上
限
50
万
円
）

申
期
随
時
受
付

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ

○
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
へ
の

助
成

対
象
と
な
る
活
動

・
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活
動

・
被
災
者
を
励
ま
し
、
応
援
す
る

活
動

対
市
民
個
人
ま
た
は
少
人
数
グ
ル

ー
プ

対
象
経
費
現
地
ま
で
の
公
共
交
通

費
の
2
分
の
1
程
度
を
予
算
の

範
囲
内
で
助
成（
上
限
3
万
円
）

申
期
随
時
受
付

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ

■
支
援
に
か
か
る
意
見
募
集

　

今
後
の
被
災
地
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
意
見
、
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
支
援
を
し
て
は
ど
う

か
」、「
私
た
ち
な
ら
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
」な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
、
今
後
の
被
災
地
支

援
策
に
活
用
し
ま
す
。

申
方
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
の
上
、

持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、

ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
24
日（
金
）必
着

申
問
政
策
調
整
課

　
☎
21
9
0
2
2
Ｆ
26
1
3
3
7

　
メseisakuchousei@

city.
toyooka.lg.jp

そ
の
他

「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
地
区
」

　
都
市
再
生
整
備
計
画

（
第
3
回
変
更
）の
公
開

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）制
度

を
活
用
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る

「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
地
区
」に

つ
い
て
、都
市
再
生
整
備
計
画（
期

間
…
平
成
20
〜
24
年
度
）の
一
部

を
変
更
し
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
書
は
、
健
康
増
進
課
、

建
設
課
、
お
よ
び
新
庁
舎
建
設
室

で
閲
覧（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）で
き
ま
す
。

内
道
路
や
健
康
づ
く
り
広
場
な
ど

完
了
箇
所
の
事
業
費
の
増
減
、

市
民
広
場
の
削
除（
※
）　

な
ど

※
関
連
事
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、

市
民
広
場
事
業
の
着
手
が
平
成

25
年
度
と
な
る
た
め
、
本
計
画

か
ら
削
除
し
別
途
整
備
し
ま
す
。

問
新
庁
舎
建
設
室
☎
21
9
0
2
0
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「
ひ
ょ
う
ご
多
子
世
帯
保
育
料

軽
減
事
業
」実
施
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
子
ど
も
を
生
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

認
可
保
育
所
・
公
立
幼
稚
園（
公

立
認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
）に
通

う
世
帯
の
保
育
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
、
県
の

事
業
実
施
期
間
、
保
育
料
の
軽
減

を
行
い
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
各
園
か
ら
配
布

問
こ
ど
も
育
成
課
幼
保
支
援
係

　

☎
22

4
4
5
2

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

食
中
毒
の
原
因
物
質
は
、
主
に

食
品
に
付
着
し
た
細
菌
や
ウ
ィ
ル

ス
、
ま
た
、
近
年
で
は
、
生
鮮
食

品
内
で
生
存
し
て
い
る「
ク
ド
ア
」

な
ど
の
寄
生
虫
が
あ
り
ま
す
。

　

食
品
に
細
菌
な
ど
が
付
着
し
て

い
て
も
、
見
た
目
や
、
臭
い
な
ど

の
変
化
に
は
気
付
き
に
く
い
も
の

で
す
。
食
中
毒
は
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
で
、引
き
起
こ
さ
れ
、時
に
は

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
の
心
掛
け

で
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
食
中
毒
予
防
の
3
原
則
…
食
中

毒
菌
を「
付
け
な
い
」・「
増
や
さ

な
い
」・「
や
っ
つ
け
る
」

　

も
し
、
腹
痛
や
下
痢
、
嘔
吐
、

発
熱
な
ど
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
は

犯
罪
で
す

　

ご
み
の「
不
法
投
棄
」お
よ
び
野

焼
き
と
呼
ば
れ
る「
野
外
焼
却
」は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、違
反
す

る
と「
5
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

1
千
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
こ
れ
の

併
科
」と
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
美
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
地
下
水
の

汚
染
な
ど
、
地
域
の
生
態
系
や
日

常
生
活
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
悪
質
な
違
法
行
為
で
す
。

　

市
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
よ
り
、

不
法
投
棄
の
撲
滅
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
外
焼
却
は
、
大
気
汚

染
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

煙
や
臭
い
で
周
辺
住
民
の
迷
惑
に

な
っ
た
り
、
火
災
の
原
因
に
も
な

る
危
険
な
行
為
で
す
。

　

農
業
、
林
業
お
よ
び
漁
業
を
営

む
上
で
の
野
外
焼
却
は
、
法
律
の

例
外
規
定
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
作
業
に
当
た
っ
て
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
し
た
り
、

よ
く
乾
燥
さ
せ
て
少
し
ず
つ
燃
や

す
な
ど
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
ま
し

ょ
う
。

　

美
し
い
豊
岡
市
を
子
ど
も
た
ち

に
残
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

丸
と
な
っ
て
ご
み
の
不
法
投
棄
、

違
法
な
野
外
焼
却
の
撲
滅
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課
☎
23

5
3
0
4

豊
岡
市
技
術
革
新
等
支
援
補
助
金

の
採
択
事
業
を
決
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
環
境
経
済
型
事
業

（
※
）の
推
進
や
企
業
の
競
争
力
強

化
に
取
り
組
む
事
業
を
支
援
す
る

た
め
、
技
術
革
新
等
支
援
補
助
金

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
26
事
業
の
申

請
を
受
け
付
け
、
審
査
委
員
会
の

■家庭でできる食中毒の予防
○ポイント１「食品の購入では」
・消費期限などの表示をチェック
・肉・魚はそれぞれ分けて包む
・寄り道しないで、真っすぐ帰る
○ポイント２「冷蔵庫での保存では」
・入れる食品は７割程度までにする
・肉・魚は汁が漏れないように包ん
で保存する
・冷蔵庫は10℃以下に、冷凍庫はマ
イナス15℃以下に保つ
○ポイント３「下準備では」
・ごみはこまめに捨てる
・まな板・包丁は肉や魚を切ったら、
よく洗ってから熱湯を掛けておく
・調理器具やふきんは洗って、消毒
する
・調理中もこまめに手を洗う
・タオルやふきんは清潔なものに交
換する
○ポイント４「調理では」
・調理前に手を洗う
・調理中もこまめに手を洗う
・台所は清潔に保つ
・加熱は十分に行う（目安は中心温
度75℃で１分間以上）
・生ものを出しっぱなしで、料理し
ない
○ポイント５「食事では」
・食事の前に手を洗う
・食品はできるだけ早く食べ切る
・長時間、室温で放置しない
○ポイント６「残った食品は」
・清潔な容器に保存する
・時間がたち過ぎていたり、怪しい
と思えば捨てる
・温めなおすときは、十分に加熱する

番号 事案の概要 処分結果
１ 空き地に家庭ごみ１袋（約500g）を常習的に投棄 罰金10万円

２ ２人で共謀して山中に洗濯機、テレビ、ソファ等約800
㎏を投棄

罰金20万円
×2人

３ 上佐野空港線に家庭ごみ36㎏を投棄 罰金30万円
４ 側溝に石膏ボード40㎏を投棄 罰金30万円
５ 六方川河川敷に家庭ごみ60㎏を投棄 罰金30万円
６ 田んぼのあぜ道に家庭ごみ24㎏を投棄 罰金20万円
７ 空き地に車１台を投棄 罰金30万円
８ 田んぼで柱など200㎏をドラム缶で焼却 罰金40万円
９ 剪定した枝70㎏を焼却 罰金20万円
10 畑でトラック１台分の建築廃材を焼却 罰金30万円

＜平成23年度豊岡南・北警察署管内の廃棄物処理法違反処分状況＞

保育所 幼稚園

対象
世帯

同一世帯に18歳未満（平成６年４月２日以降生まれ）の児童
が３人以上いる世帯で、３番目以降に出生した児童
保育料階層区分B、CまたはD１で、
月額保育料が5,000円を超える児童
を有する世帯

市民税所得割額（住宅借入
金等特別控除適用前の額）
が119,000円以下の世帯

減免額
月額保育料から5,000円を差し引いた額

月額保育料（5,500円）から
5,000円を差し引いた額

（上限）
３歳未満児…月額5,500円
３歳以上児…月額4,000円

＜対象世帯・減免額＞

※年齢は、平成24年４月１日時点
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審
査
等
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
10

事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。

※
環
境
経
済
型
事
業
…
事
業
活
動

に
よ
っ
て
環
境
に
良
い
影
響
を

与
え
る
事
業

市
立
診
療
所
の
休
診
の
お
知
ら
せ

■
森
本
診
療
所
☎
48

0
0
0
1

休
診
日
8
月
13
日（
月
）・
14
日（
火
）

■
神
鍋
診
療
所
☎
45

0
0
0
3

休
診
日
8
月
13
日（
月
）・
14
日（
火
）

■
資
母
診
療
所
☎
56

0
3
0
3

休
診
日
8
月
13
日（
月
）〜
16
日（
木
）

■
高
橋
診
療
所
☎
55

0
0
3
6

休
診
日
8
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
求
人
の
お
願
い

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に

と
っ
て
、
就
職
は
学
生
生
活
か
ら

新
た
に
職
業
生
活
に
入
る
人
生
の

大
き
な
転
機
と
な
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
就
職
を
希
望

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就

職
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
卒
業
を
迎

え
る
こ
と
は
、
社
会
へ
踏
み
出
す

夢
や
希
望
が
か
な
え
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
産
業
や
社
会
に
と
っ
て

も
将
来
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が

図
ら
れ
ず
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
。

　

地
元
就
職
を
希
望
す
る
新
規
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
を
、

ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

平
成
25
年
3
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
の
求
人
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡（
学
卒
係
）

　

☎
23

3
1
0
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

や
業
務
の
支
障
に
つ
な
が
り
、社
会

的
評
価
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、被

害
者
に
加
え
、行
為
者
も
退
職
に

至
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、双
方
に

と
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損

失
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
未
然
の
防
止
対
策
が
特

に
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
女
性
労
働
者

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
男
性
労

働
者
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
案
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
で
は
、職
場（
歓
送

迎
会
な
ど
実
質
上
職
務
の
延
長
と

考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
む
）で
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
を
講
ず
る
こ
と
が
、
事
業
主
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
主
が
措
置
義
務
違
反

に
対
す
る
是
正
勧
告
に
応
じ
な
い

場
合
、
企
業
名
が
公
表
さ
れ
る
な

ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

労
働
者
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
で
生
き

生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

防
止
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
経
済
課
経
済
係

　
☎
23
4
4
8
0
Ｆ
22
3
8
7
2

　
メkeizai@

city.toyooka.lg.jp

問
経
済
課
☎
23

4
4
8
0

＜事業者が講ずべき九つの措置＞
■事業主の方針の明確化およびその周知・啓発
①セクシュアルハラスメントがあってはならない旨
を周知・啓発すること

②性的な言動などによるセクシュアルハラスメント
を行った者には厳正に対処する旨を就業規則など
に規定し、周知・啓発すること

■相談（苦情を含む）に応じ、適切に相談するために
必要な体制の整備

③相談窓口をあらかじめ定めること
④相談窓口の担当者は、相談に適切に対応するとと
もに、該当するか否かが微妙な場合でも広く相談
に応ずること

■職場におけるセクシュアルハラスメントに関する
事後の迅速かつ適切な対応

⑤事案があれば事実関係を迅速かつ正確に確認する
こと

⑥セクシュアルハラスメントが生じた場合、行為者
および被害者に対して適切な措置を行うこと

⑦セクシュアルハラスメントが起きた場合だけでな
く、起きたことが疑われる場合でも再発防止に取
り組むこと

■併せて講ずべき措置
⑧相談の対応に当たっては、プライバシーの保護を
徹底すること

⑨セクシュアルハラスメントに関し相談したことまた
は事実確認に協力したことを理由に、不利益処分を
行わないことを定め、周知・啓発すること

No. 事業名 申請者 決定額

１ コウノトリ育む古代米で自然環境に優しい石鹸等
の商品開発

野世英子（手づくり石けんの
店moko） 300

２ 有機小麦の高品質高速製粉による需要拡大 中務喜紹（ナカツカサファーム） 3,000
３ 肉と地元野菜を使用したスーパー向け惣菜の開発 兵庫ミートプロセッサー（株） 2,000
４ 医療用特殊スプリング巻取り装置開発 （株）東豊精工 1,000
５ 太陽光パネル設置工法研究発電所 （株）キヅキ商会 3,000
６ 鞄材料を活用した競走馬用鞍の製造 石井鞄工業（株） 300
７ オーダーメイド家具付住宅建設、家具・生活小物製造 嶋田建築（嶋田　大） 1,400
８ Glass Studio Libra（吹きガラス工房）設立 山本千晶 2,000
９ 就農支援及び雇用創出型農業学校開設事業 農業生産法人（株）Teams 3,000
10 高効率酸素溶解装置の開発 マリヤ医科興業（株） 3,000

　　　　　＜平成24年度豊岡市技術革新等支援補助金　採択事業＞　　　　　（単位：千円）

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
は
お
済
み
で
す
か
？

　

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
、働
く
人
の
尊
厳
を
傷

つ
け
る
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
行

為
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
企
業

に
と
っ
て
も
、
職
場
環
境
の
乱
れ

月日 担当医師・
住所

８
月

５日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

26日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）



　図書館本館では、図書館で読み終えた本や雑誌、
寄贈された本を、市民の方に無料で提供します。
　ぜひ、お越しください。
・日　時：８月４日（土）午前10時～午後３時

・場　所：本館２階　視聴覚講演室
・対　象：図書館カードをお持ちの方
・その他：持ち帰り用の袋をご持参ください（10冊

まで持ち帰りできます）。

－「リサイクルブックフェア」を開催します－

青空の本
＜ 一 般 ＞

青空感傷ツアー
柴崎友香／著（河出書房新社）

　優柔不断な芽
め

衣
い

。外見は完璧だが
口が悪くて自己中心的な音

ね

生
お

。
　芽衣はそんな音生に振り回されな
がらもトルコから四国、石垣島へと
一緒に旅をすることに。せつない女
２人の感傷旅行の行方は？

＜ じ ど う ＞
ゆうだち
阿部　肇／作・絵（ポプラ社）

　タッちゃんたち上級生とザリガニ捕
りに行った1年生のゆうた。突然夕立
になり、秘密基地へ逃げ込むが…。
年上のお兄ちゃんたちに認めてもらえ
たという、ゆうたのうれしさがじんわり
と伝わってきます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

8月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

8月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

城崎 夏休み子ども点字教室（第２回）　児
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン工作（第２弾）　児

2 木 13：30～ 本館 手づくり絵本教室（第２回）　児
3 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（第２回）　児

11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

4 土

10：00～ 本館 リサイクルブックフェア　般

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「ジリジリ  あつさにまけないぞ！」
（ペットボトル工作）　幼 児

但東 おはなしのもり　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

5 日
6 月
7 火 （休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン工作（第３弾）　児
9 木 10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室（第１回）　児

13：30～ 本館 手づくり絵本教室（第３回）　児
10 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（第３回）　児

13：30～ としょかん映画会　児 般

11 土 10：30～ 城崎 おはなしランド（紙コップおばけ）　児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児
12 日
13 月
14 火 （休館日）
15 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
16 木 10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室（第２回）　児

日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
17 金

18 土
10：30～ 竹野 キッズ本楽会　児
13：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

19 日
20 月 10：30～ 城崎 わくわく自由研究　『石博士になっちゃおう！』

（石のお話と楽しい研究。要500円）　児
21 火 （休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　　幼

23 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30～ 本館 手作り絵本教室（第４回）　児
24 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（第４回）　児

25 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児
26 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
27 月
28 火 （休館日）
29 水 13：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

手づくり絵本教室（第５回）　児
30 木
31 金 （休館日） （図書整理日）
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8月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場　於：支所前芝生広場
日　時 ７日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び：水鉄砲やじょうろで遊ぶ　※濡れてもよい服装

そとあそび広場　於：竹野子育てセンター園庭

パパと遊ぼうデー

わいわいコーラスとガチャガチャバンド

日　時 ８日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊びで暑さを吹っ飛ばそう‼

日　時 11日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族
内　容 ペットボトルで水遊び（雨天時は遊戯室で遊ぶ）

日　時 ７日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

わらべうた＆製作

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣

パパとあそぼうデー

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた遊び　製作：アンパンマン手遊び人形

日　時 18日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、紙芝居、親子で電車ごっこ遊び

日　時 18日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 バルーンアート

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、折り紙製作

日　時 ５日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

なかよし広場

そとあそび広場　於：城崎スポーツ広場

日　時 16日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、子どもの身体計測、母子手帳持参

日　時 ９日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳児と保護者
内　容 水遊び（雨天時は中止）
持ち物 着替え、タオル、お茶、その他必要と思うもの

おやこっこ水遊び　於：しばっこ広場（アイティ７階）
日　時 １日（水）、６日（月）、10日（金）午後１時30分～３時　※悪天候中止
対　象 乳幼児と保護者　※前日までに申込みを
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び）
持ち物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え､バスタオル、お茶

日　時 25日（土）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん（家族みんなで来てください）　20組
講　師 こども育成課　仲義　健
持ち物 水着､バスタオル、ビーチサンダル、着替え、お茶　など
申込開始 16日（木）

パパと遊ぼうデー　おやこっこ運動遊び

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 23日（木） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

8月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室
日　時 23日（木）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 ｢我慢する心｣を育てる 申込開始 ９日（木）

お母さんの手作り広場Ⅱ

そとあそび広場　於：高橋認定こども園

日　時 24日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着10人
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！ 申込開始 16日（木）
持ち物 牛乳パック（１ℓサイズ20本）、ボンド、布、はさみ、布ガムテープ

日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び 持ち物 水着、サンダル、バスタオル、帽子、着替え、お茶

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ
日　時 22日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

絵本の読み聞かせの会

そとあそび広場　於：しばっこ広場（アイティ７階）

日　時 16日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 24日（金）、30日（木）午前10時15分～　※雨天中止
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、遊具での遊び、子育て相談＆子育て情報など

おはなし広場
日　時 ４日（土）、11日（土）、18日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ６日（月）、30日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 27日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

小学生の手作り広場
日　時 ８日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 小学生（３年生以上）　先着15人
内　容 本物そっくりの“和菓子セット”はいかが！
講　師 ぐるーぷMOKOの皆さん
申込開始 30日（月）参加費 １セット500円（針、糸、はさみを持参）
その他 必ず保護者が送迎してください。

おでかけ広場　於：西気地区公民館
日　時 ９日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 プール・水遊び（雨天時は手作りおもちゃの製作）
持ち物 水着､タオル､お茶､帽子､ビーチサンダルなど

木工教室
日　時 ２日（木）午前９時30分～午後３時
対　象 小学生　先着30人
内　容 世界で一つしかない作品を作ろう！（材料費600円必要）
持ち物 鉛筆、消しゴム、金づち、弁当、お茶、タオル
申込期限 28日（土）
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出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（月・火曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■『祈り-1945』平和を願う朗読劇･豊岡2012
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を
構成したオリジナル台本で上演する朗読劇です。

■T
タ　ジ　マ
ajima R

レ イ ジ ン グ
aising R

ロ ッ ク
ock F

フェスティバル
estival 2012

　｢高校生バンド☆バトル｣と社会人バンドフェス
ティバル ｢H

ハ イ
igh S

スペース
pace： A

ア
 L
ラ イ ブ
IVE｣のロックイベント

です。ロック三昧の１日をお楽しみください。

■アートスクールⅢコミュニティアートプログラム
　オペラを観る夕べ
　講師に声楽家の藤原俊輔さんを迎え、やさしい解
説を交え、大スクリーンでオペラを鑑賞します。
◇日時・内容　９月21日（金）『椿姫』、28日（金）
　　　　　『トスカ』10月５日（金）『ラ・ボエーム』
　　　　　いずれも19：00～
◇場　所　ほっとステージ
◇受講料　無料（申し込み要）
◇募集期間　７月25日から各回定員150人に達する
　　　　　　まで
※当日参加も可能ですが、なるべく事前に市民プ　
ラザに申し込みください。

■神戸大学児童文化研究会豊岡公演
　『おいで、おいで、観

み

においで！』
　８月23日（木）
　　 10：00～10：30　人形劇｢虹色の冒険｣
　　 10：35～11：15 児童劇
　　 ｢GOBLIN　QUEST　ごぶりんくえすと｣
◇場　所　ほっとステージ
◇対　象　小学生以下（保護者同伴）
◇入場料　無料（入場整理券が必要です）
※入場整理券は、７月25日から豊岡市民プラザ、各
子育てセンター、市民会館、ひぼこホール、図書館
本館･但東分館、城崎・竹野・日高地区公民館で配
布します。

■『原爆の図』展　（丸木位い里り・俊とし共同制作、丸
木美術館提供）
　市民の平和を願うメッセージと短歌も展示します。

■東京大衆歌謡楽団

　８月４日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　５日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下無料（無料入場券が必要です）
◇チケット発売中
※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館、
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎・竹野･
日高地区公民館で購入できます。

　８月19日（日）　開演11：00
　　第１部 高校生バンド☆バトル
　　第２部 High Space： A LIVE
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料

■第93回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

　８月12日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　THE STRAWBERRY FIELDS
◇内　容　ビートルズを聴きにおいでYa！Ya！

Ya！2
◇曲　目　抱きしめたい、ヘイ ジュード、レット イ

ット ビー
◇入場料　無料

※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

　８月３日（金）～９日（木）　９：00～22：00
　　　　  〔最終日は17：00まで。７日（火）は休館〕　
◇場　所　交流サロン　◇入場料　無料

　９月16日（日）
　　開演13：30（開場13：00）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席1,000円、
　　　　　Ｂ席800円、桟敷席（ペア）1,600円
　　　　　（当日券は各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月７日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第10回 アカペリンピックinとよおか
　９月１日（土）
　　 開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席自由　一般700円
　　　　  （当日券は300円増）ペ

ア1,000円（限定300
組）高校生以下無料

※未就学児は入場できません。
◇一時保育　８月24日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

■アロージャズオーケストラ
　VS東京キューバンボーイズ
　華麗なスイングナンバーと灼熱の
ラテンナンバーの競演！２大ビ
ッグバンドの醍醐味が存分に詰
まった夢のコンサートです！
　10月８日（月・祝）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定3,000円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月28日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
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平成24年７月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

8月の主な行事
AUGUST

平成24年

12（日）
13（月）
14（火）
15（水）
16（木）
17（金）
18（土）第45回文教府夏期大学（10：00～市民会館）
19（日）T

た じ ま

ajima R
レ イ ジ ン グ

aising R
ロ ッ ク

ock F
フェスティバル

estival～第１部：
第９回高校生バンド☆バトル、第２部：H

ハ イ

igh 
S
ス ペ ー ス

pace： A
ア

 L
ラ イ ブ

IVE～
（11：00～豊岡市民プラザ）

20（月）
21（火）
22（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）
23（木）神戸大学児童文化研究会豊岡公演『おいで、

おいで、観
み
においで』
（10：00～豊岡市民プラザ）

24（金）すくすく祭り（17：00～竹野子育てセンター園庭）
25（土）高校生のためのアートプロジェクト　福島県立いわき総合高校演劇部豊岡公演

（19：00～豊岡市民プラザ）
26（日）第33回兵庫神鍋高原マラソン全国大会（８：20～県立但馬ドーム発着）

高校生のためのアートプロジェクト　福島
県立いわき総合高校演劇部豊岡公演

（14：00～豊岡市民プラザ）
城崎灯篭流し（19：00～城崎温泉街）

27（月）
28（火）
29（水）
30（木）
31（金）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,590人（－66人） 41,967人（－40人） 45,623人（－26人） 32,543世帯（+12世帯）

1（水）山陰海岸ジオパーク遊覧船就航（竹野浜発着、～19日）
城崎温泉　夏物語・夢花火

（20：00～城崎温泉街、～26日）
第26回企画展｢漆の文化史｣

（但馬国府・国分寺館、～28日）
第15回ミニ企画展｢かぶとむしとその仲間たち｣

（但馬国府・国分寺館、～９月２日）
第57回企画展｢暮らしとやきもの｣
（日本・モンゴル民族博物館、～９月18日）
柳まつり（豊岡駅通りなど、～２日）
みずあそび広場
（13：30～しばっこ広場・アイティ７階）

2（木）木工教室（９：30～竹野子育てセンター）
3（金）『原爆の図』展（９：00～豊岡市民プラザ、～９日）

4（土）『祈り-1945』平和を願う朗読劇・豊岡2012（19：00～豊岡市民プラザ）

5（日）パパと遊ぼうＤ
デ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）
とよおか･シネマオアシスvol.８｢ライフ―
いのちをつなぐ物語―｣

（10：30～、14：00～市民会館）
『祈り-1945』平和を願う朗読劇・豊岡2012

（14：00～豊岡市民プラザ）
神鍋火山まつり（18：00～神鍋山周辺）

6（月）みずあそび広場（13：30～しばっこ広場・アイティ７階）
城崎温泉ふるさと祭り（18：00～城崎温泉街）

7（火）
8（水）
9（木）おでかけ広場（西気）（10：15～西気地区公民館）

10（金）みずあそび広場（13：30～しばっこ広場・アイティ７階）

11（土）とよおか地元探検隊（９：00～神鍋高原など）パパと遊ぼうデー
（10：30～竹野子育てセンター）

コウノトリふれ愛コンサート
（17：30～コウノトリ文化館）

▼
も
う
す
ぐ
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
幕
し
ま
す
。
日
本
と
は
時
差
が
あ

り
、
ラ
イ
ブ
で
の
観
戦
だ
と
寝
不
足
の

日
々
が
続
き
そ
う
…
。
日
の
丸
を
背
負

っ
た
選
手
た
ち
を
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援

す
る
と
と
も
に
、
４
年
に
１
度
の
祭
典

を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
た
い
で
す
。 

◯F1
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伊藤清永 （ 1 9 1 1 ～ 2 0 0 1 ）
出石町下谷出身　洋画家
1996年　文化勲章受章

　伊藤清永の作品は、
色彩豊かで、繊細な色
線を無数に重ねて描き
出される輝くような豊
麗優美な裸婦像で知ら
れています。

　東京美術学校で学び、在学中の第14回帝
展に初出品で初入選を果たし、1936年には
『磯

いそ

人
ど

』（伊藤清永美術館所蔵）で文部省美術
展の選奨を受賞しました。その後、白

はく

日
じつ

会
かい

会員となり画家としての道を確立するとと
もに、本会の会長として活躍することにな
ります。75有余年の画業の中で、一貫して
正統な写実の表現を追求し続け、明るく香
り高い色彩が満ちあふれる裸婦像は見るも
のを魅了し、深い安らぎを与えます。

伊藤清永賞子ども絵画展
　平成９年度創設。
　文化勲章受章を機に、ふるさ
との子どもたち（幼稚園児、小学
児童、中学生徒）に夢を与えるこ
とを願い創設されました。子どもたちが絵
を描くことによって、ものを見る目、優しさ、
感じる心を育み、心豊かな人づくりに寄与
するとともに、それぞれの創造性と表現力
を高め、造

ぞう

詣
けい

教育の振興を目指しています。
　伊藤清永賞受賞者へは、画伯制作の少女
の横顔と出石の「有

あり

子
こ

山
やま

」、「辰
しん

鼓
こ

楼
ろう

」がデザイ
ンされた記念のメダルを授与します。
　さらに、受賞作品は額装し、本館展示室
でおよそ１カ月間展示。本年度で16回目
を迎えますが、現在までの総応募点数は
24,269点で18,437人の方に鑑賞していただい
ています。

伊藤清永美術館
　伊藤清永美術館は、伊藤清永コレクションを含め
250点を超える作品を収蔵し、伊藤画伯の生涯を辿

たど

ることができます。
　寄贈作品だけで運営している美術館は他には類を
みません。
　伊藤清永画伯の代表
作である裸婦の大作が
並ぶ２階展示室は、ガ
ラス瓦による全面天井
採光、壁はヨーロッパ、
それもパリをイメー
ジする貝

かい

紫
むらさき

色
いろ

の艶の
あるビロード仕上げで、
正面には伊藤清永画伯
が25歳の若手新進画家
としての地位を確立し
た300号（2.1メートル
×2.7メートル）の『磯
人』を展示しています。

釈
しゃく

尊
そ ん

伝
で ん

四部作
　1984年４月、伊藤清永73歳、着手から約７年を
経て、母校愛知学院大学（名古屋市）百周年記念事業
として講堂の壁画に釈尊の生涯の場面を描きました。
「降

こう

誕
たん

」、「降
ごう

魔
ま

成
じょう

道
どう

」、「初
しょ

転
てん

法
ほう

輪
りん

」、「涅
ね

槃
はん

」の四大場面
をそれぞれ縦3.8メートル、横2.7メートルの独立し
た縦長の画面に精魂込めて描いた作品が、「NHK土
曜美の朝」で放映され、多くの人々に新たな感動を
もたらしました。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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絵筆に託す愛と祈り　洋画家　伊藤清永

▲美術館の内観

▲磯人

▲涅槃 ▲降誕▲初転法輪 ▲降魔成道


